
No. 器種
法量(cm)

遺存度 色調 胎土ロ径底径器高

49 蓋 10. 6 2. 9 完 B 

50 鉢 23.0 1/10 E 

51 鉢 24.0 1/8 E 

52 坪 14. 5 5. 1 7,0 3/4 C 

53 坪 16.0 5. 3 6, 6 1/4 B 

54 坪 14, 8 1/3 B 

55 高坪 9.9 1/4 B 

13号住居址

56 台付甕 12.4 1/2 D 

19号住居址

57 空一17,6 1/3 C 

58 台付甕 14. 6 1/4 C 

59 高坪 18.2 1/4 B 

20号住居址（床面）

60 壺 18. 4 3/4 B 

61 壺 13,8 3/4 C 

62 坪、 20.3 5. 8 6. 9 完 B 

63 空""" 10. 8 6. 5 11. 3 完 CD 

64 無頚壺 9. 9 7. 1 9.8 完 D 

65 甕 36.2 12. 8 57. 1 2/3 D 

66 甕 21. 3 8. 2 30.3 完 B 

67 甕 25,4 11. 8 32.3 1/2 C 

68 甕 19.4 7. 2 22 完 C 

69 台付甕 16,3 8.8 20.9 完 D 

70 台付甕 15.0 9.6 19. 7 3/4 D 

71 台付甕 14.9 9.6 12, 7 2/3 D 

72 片口鉢 23.0 7. 6 10, 8 3/4 AB 

73 蓋 19,2 12.8 2/3 D 

20号住居址（上層）

74 空一 20.2 10, 5 35.3 完 B 

75 壺 19. 8 完 B 

76 台付甕 15. 8 7. 3 12. 1 2/3 D 

77 片口鉢 13,5 5. 4 6, 2 3/4 B 

78 蓋 11. 8 4.2 ½ D 

79 高坪 9. 4 ½ B 

80 甕 12. 8 2/3 BC 

成形・調整・文様
外 面 内 面

指頭による調整→箆磨き ナデ→箆磨き

対胴ロの唇
：

緊
L

：

R
縛
L
縄

R
孔文

縄

地

文
文

、
→

山箆形酉突線起文 頸部. 2 ケー

字面赤彩
箆磨き→赤彩

文
口笞、山

.： 形.L噌"R文 縄

文
脈l部 縄文 地 文 →箆 誼線

至"'' '
箆磨き→赤彩

晦nロ名
縁き ： 2 ケ 対の緊紺f n同音II : � ヽ ヶ一箆i

箆磨き•赤彩• ： 
赤
節―

彩
肖1 1 り ？ 

箆磨き・赤彩 箆磨き・赤彩

ロ縁： 2 ケー対の
彩
緊縛孔 、 山形突起

胴部 ：箆磨き ・ 赤 箆磨き•赤彩

箆磨き・赤彩 ハケ→ナデ

ロ縁：横ナデ 頸· 櫛簾状文 胴：コの字 箆磨き重ね物

箆肺口
l

緑面: 箆線： 文咽
ハ

き
ケ

4
→ 横ナデ 頸 ： LR縄文 地 文→

ロ縁· 箆山形文 胴：コの字重ね文

ロ縁 2 ケー 対の緊縛孔 胴：ハケ→箆磨
き・赤彩

形山ロ
替

形文
文： L頸

R

ハ
縄
：

ケL

文
R
→

縄箆口文磨縁地ぎ 文
：

L→
R箆縄文沈線地文区→

画箆→山箆

箆磨き→赤彩 胴：箆複合鋸歯文 、 沈線区
画

孔月
口
l司

笞
1
：

箆
：幽山形巻

突起 12 口縁 ： 2 ケ 対の緊 縛

• 赤彩 和部
． 硲肖IIり？

頸：箆直線l 磨耗詳細不明

赤
底口
織

彩部
： 2 ケ · 対の緊紺-f 2 胴 ：箆 磨き ・

：箆肖IIり→ナデ

ロ縁：箆山形文 1 胴：ハケ

’

条

形

ロ

臨

痰

文 底昏八部＋沈

L

·

R

晶線惇輝吋区'

文

"画『)比詮

口

下
織

竺半霊・に波

ナ

連霞

デ

弧嬰文讚＂2脚、l籠針並厚^ 糾山ヶ

口唇： LR
底
縄
部
文

：
頸：櫛直線文 胴：櫛縦

羽状文 ナデ
口唇：ナデ 胴．櫛縦羽状文ナ（右回り、 一
周に 6 単位施文） 2 次焼成受iる

単胴口
緑位下

施半
：

文
ナ

：箆
）ア磨Ill

き
引

・
コの字頂ね 文 （一周に6

半羽ロ状
替
： 文

ハ

：

ケ
L （

R
右
→

縄

箆回
文

幽り 、
き
頸一？ 周： 櫛に直4 線単 文位施 胴

文
）： 櫛胴下縦

L底
口R

笞
部縄

：
：
文
片

ナ
地
デ

口文 →
2箆 ケ沈一線対

2
の緊箆縛磨孔 きl • 赤

口
彩縁 ： 

ハケ→ナデ

箆磨き 底部：ナデ

口唇： LR 縄文 口縁：ハケ→ナデ
頸： LR 縄文地文→箆直線 4

口唇： LR縄文 胴：コの字重ね文

ロ縁：片口 2 ケー対
底
の緊縛

磨
孔 1

胴：箆磨き•赤彩 部 ． 箆 き

指頭による調整→箆磨き

箆磨き•赤彩

胴：ハケ→櫛縦羽状文 底部 ：箆削り→ナ
デ

表 4 B区出土土器観察表 2
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箆頸口慮
緑

： ナ
き： ハ

デ

ケ→

箆磨き

箆磨き・赤彩

頸→口
緑

ナ
：箆デ： 箆乎磨

沿化き

) 口JI司 殿
： ハ

：箆
ケ
晒→ ナ

き

デ

箆磨き・赤彩

磨耗詳細不明

ナデ

ハケ→箆磨き

ノヽケ

飴川ロ司箱差： ノ
：

ヽ箆 ケ晒→箆
き

ハケ→箆磨き

ハケ→ナデ

箆磨き

箆磨き

箆磨き・赤彩

ハケ

胴
口紘

：
ハ ： 箆

ケ
桟→ ナき

デ

磨耗詳細不明

箆磨き

箆磨き· 赤彩

箆磨き

ナデ

ハケ→ナデ

備考

床

外次床 面焼1成半、 2 

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床

床



No. 器種 法昼(cm) 遺存度 色調ロ径底径器高

81 壺 18. 3 3/4 B 

82 壺 9.6 2/3 B 

18号住居址

83 空.,.,, 1/3 AB 

84 鉢 20.5 1/4 B 

85 鉢 14.6 6.0 7.2 1/3 B 

86 空ギ 7.6 1/4 C 

23号住居址

87 高坪 22, 6 1/6 B 

88 台付甕 9.8 6. 7 10.8 2/3 C 

89 蓋 12. 4 7, 7 完 B 

90 台付甕 10,0 1/2 C 

27号住居址

91 壺 19.6 1/2 B 

92 空← L 18.8 1/2 D 

93 空..... 13. 2 3/5 E 

94 壺 13. 1 3/4 AB 

95 壺 2/3 B 

96 '.'fil "'"'"' 2/3 D 

97 壺 2/3 B 

98 壺 10. 0 3/4 AB 

99 壺 11. 0 3/4 B 

100 空-do- 1/3 B 

101 無頚壺 8. 2 5. 7 10.5 完 B 

102 壺 14. 4 1/2 C 

103 甕 20,6 7. 2 24.5 2/3 AB 

104 甕 18, 2 10. 0 35.2 1/2 C 

105 甕 24.6 1/3 AC 

106 甕 20.6 1/3 B 

107 台付甕 14. 9 8. 3 18. 0 完 C 

108 台付甕 15. 2 完 C 

109 台付甕 3/4 C 

110 台付甕 15.5 3/4 C 

lll 台付甕 15.6 1/4 B 

112 台付甕 14. 4 2/3 B 

113 台付甕 14. 8 1/4 D 

胎土
成形 ・ 調整・文様

外 面
頸胴口替：： 箆ハ： 直

山
ケ形線

→

突

箆4 戌
起云4 n紐： ハケ→

箆磨き

ハケ→箆磨き

箆磨き• 赤彩

L 1 n
口
2
同

殿
ケ

：

ー
箆
：
U

複対
科

合
のき

緊口紐縛、子 LR 縄文地文→箆山形文、

箆磨き• 赤彩

箆磨き 底部：箆削り→ナデ

口唇：貼り付け突起 箆磨き・赤彩

口
磨
唇： LR 縄文 胴：櫛波状文 3 (上→下）

箆 き

箆ナデ→ハケ→ナデ

箆磨き

口唇：箆刺突 頸：箆直線 3 、 箆山形文 l
胴：ハケ→ナデ

L
胴
口

R

唇

：
縄櫛

：文
L

懸
→R

垂
縄箆
文

文山
→形

、

箆
文山

刺
形

突
突起

全
4
面赤

頸

彩
： 隆帝 2、

頸：箆窟線 1 、 箆重山形文 箆磨き→全面
赤彩

ロ縁：横ナデ 頸：ハケ

頸： L
沈

R
線

縄
区
文

画
地文→箆直線 6 胴：櫛懸垂

文→
頸：

ハ
LR

ケ
縄
→
文

箆
地
磨
文

き
→箆直線 4 、 箆山形文 1

胴： 全面赤彩

頸：箆直線 4 胴：ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き 胴：箆波状沈線

胴 ． 箆直線 4 、 箆山形文 l 、 箆連弧文 3
ハケ→箆磨 き

ハケ→箆磨きorナデ

ロ縁： 2 ケ ー 対の緊縛孔 2
胴 ． 箆磨き • 赤彩 底部 箆削り→ナデ

箆磨き• 赤彩

摩
口（上

笞

き
→：下

底
箆
部

刺区突

： 画ナ充（

デ
櫛峨？

） ） 胴胴下半： 御： 油ハ状
ケ

文
→ 箆8 

縦胴ロ下羽
昏

状半： 文
L

：
R

ハ
縄（右ケ文

→
回ナり頸）

デ
· 櫂i波状文 2 胴 ： 御

底部：ナデ
状月口9司文

替

：櫛
2

： 

縦
LR

羽
縄

状

文

文
n紐 横ナデ 頸：楯ii皮

（右l•ilり）

状＂口栢
I
文
笞
: , 2 ： ヽ

ケ
LR戯縄幸r文, 

n糸永 ： 悩～ナデ 珀：椰波

形胴n文下替半3： 、LーR 箆
脚
縄直：文箆線文

｝袋
nき2 紐 横

ナ
デ 胴 ：箆 山

口唇：LR 縄文 ロ縁：箆山形 文 胴： コ
の字重ね文

頸：櫛波状文 2 胴：櫛縦羽状文 箆磨き

口唇： LR縄文 胴：櫛波状文 6

口唇：山形突起 頸：櫛波状文
磨

l 胴：櫛
コの字重ね文十円形浮文 箆 き

胴
ゃ

口ー智
幽
： 櫛

主
： L

コRの縄字文重ねn文籾： 箆沈線 \ 2 本 ·粗）

口唇 . LR 縄文 ロ縁． ナデ 胴： コの字
重ね文
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内 面

箆111ロ•1緑郎: き： 9ヽ
ケ

ー 9

ノヽ ケ

ナデ

ナデ

ハケ→箆磨き

箆磨き•赤彩

横ハケ

箆磨き• 赤彩

箆磨き

ハケ→ナデ

箆磨き、 ナデ

ハケ→ナデ

→JJln,J秘赤: 彩ナ
：
箆

デ
閉き

→
JJln•l 籾赤.彩ナ：箆

デ
I)11 き

頸
デ

l"l紐： ハ箆ケ靡→ナき

月ー
n
l•J粒赤:

彩ナ
：

箆
デ

け
？
き

ハケ→ナデ

箆磨き、 ナデ

ノヽケ

ハケ→ナデ

ハケ→ナデ

ナデ

箆磨き • 赤彩

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

箆磨き

ノヽケ

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

備考



No. 器種
法最(cm) 遺存度 色調 胎土ロ径底径器高

113 台付甕 14. 8 1/4 D 

114 台付甕 12. 4 2/3 B 

115 蓋 21. 2 8. 3 2/3 D 

116 蓋 10, 8 3. 6 完 D 

117 甑 15. 6 6. 2 9.0 完 B 

118 坪 11. 2 5. 3 5. 2 2/3 D 

119 坪 20.8 7. 4 8. 8 フ"'a:し C 

120 坪 18. 0 5. 8 7. 5 完 B 

36号住居址

121 甕 26.5 1/6 BC 

122 空- 完 D 

123 亜·ギ 完 B 

124 蓋 7.0 1/4 D 

125 空- 9.0 完 B 

54号住居址

126 空ギ 18.6 2/3 B 

127 甕 14. 2 7. 4 11. 1 2/3 D 

10号溝址

128 空-a<,, 10, 0 6.0 19, 8 完 B 

6 号土猥

129 甕 14. 4 1/4 C 

130 台付甕 16. 8 1/2 D 

131 坪 18, 2 7, 6 7.8 1/4 B 

132 空一 1/2 C 

133 高杯 7. 8 2/3 B 

7 号土壊

134 甕 16. 0 6. 0 20.3 1/3 D 

14号土堀

135 壺 15. 4 3/4 B 

136 甑 11. 0 4.6 6.5 1/3 C 

137 壺 8. 0 1/4 B 

138 壺 9, 4 1/3 D 

139 壺 1/3 B 

140 宮- 1/3 C 

141 甕 11. 2 1/4 D 

46号土城

成形 ・ 調整・ 文様
外 面

口唇：LR縄文 ロ縁：ナデ 胴 コの字
重ね文
口唇：箆刻み 口縁：ナデ 胴： コの字重
ね文＋円形浮文

指頭押圧調整→ハケ→ナテ→

指頭押圧調整→箆磨き？

箆磨き

孔窄ロ．．唇廓"'
： 山.

赤
形
彩
突起 4 口紐 ： 2 ケ •対の緊縛

ロ縁： 2 ケー 対の緊縛孔 2 胴：ハケ→箆
磨き ・赤彩

子Hロ同し
唇

1
： P

：在
B

山
埒形

巻
突起 8 口縁： 2 ケ ー対の緊輝

• 赤彩

ロ縁：横ナデ 胴：櫛単斜条痕（右回り）

口緑：ナデ 頸：
L

R縄 文地文→箆直線 5 、箆胴山
： 形硲 文底差1

今而赤彩

口縁：ナデ 頸. LR縄文帯 櫛波状文 1

箆磨き•赤彩

箆磨き 底部：箆削り→ナデ

口唇：LR縄文 ロ縁 ． 箆磨き 頸：箆直
線 3
口唇：ハケ

状
先端による刻み 頸：簾状文

胴：櫛縦羽 文（左まわり）

箆磨き•赤彩

ロ唇
（
：箆刻み ロ縁：ナデ 胴 櫛縦羽状

文 左回り）
ロ緑：横ナデ 胴：コの字重ね文十円形浮
文
口縁： 2 ケー 対の緊縛孔 胴：箆磨き • 赤
彩

箆磨き•赤彩

ハケ→箆磨き

胴箆
口醗縁： 櫛き： 磨縦

粍
底羽状

部
文
頸

；
箆
： 櫛

肖IJ
波

り
状文 3 (上→下）

地
胴

口文悸

：

→： L箆
ケ

R
→

直縄
箆

線文

底3 ぎ
口緑

今
：ナデ 頸： LR縄文

ノ、 而赤彩
ハケ→箆磨き•赤彩

頸
胴
懸 . 

文半
LR

→

：
縄

箆
箆
文刺

直
地

線
突文 2一、 箆れ線 3 胴 l二半 · 櫛波状

垂下• 箆皿11形文 底部 ． 箆削り

箆磨き 底部箆磨き

ロ縁：ナデ→箆磨き 頸：箆直線 4

ロ縁：ハケ→箆磨き 頸 箆直線 5 胴：
ハケ→ナデ
口唇：LR縄文 口縁 ． ナテ

‘
胴：櫛単斜

条痕

表6 B区出土土器観察表4
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内 面
備考

ハケ→箆磨き

箆磨き？

ハケ→ナデ

箆磨き

ハケ→箆磨き

箆磨き•赤彩

ハケ→箆磨き
• 赤彩

箆磨き•赤彩

ハケ→箆磨き

ロ縁：箆磨き
胴：ナデ
ロ縁：箆磨き
胴：ナデ

箆磨き

ナデ

匹肌同： ノ：,箆7屁—ャサー
デ

ハケ→ナデ

口繰：箆印き

月•同
赤

：
彩密ゞ肖II t'J 

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

箆磨き•赤彩

ナデ

ナデ

ハケ→箆磨き

ロ縁：箆磨き
胴：ナデ
ハケ→箆磨き
• 赤彩

ハケ→ナデ

ノヽケ

ロ縁：箆磨き
頸：ナデ
口縁：箆磨き
頸：ナデ

箆磨き



No. 器種 法量(cm) 遺存度 色調 胎土ロ径底径器高

142 甕 13. 0 1/4 AD 

143 壺 12. 9 1/4 C 

144 宝手 14.3 1/4 C 

49号土壊

145 -ab, 空 7. 0 6. 2 16.1 完 B 

146 高坪 16, 0 1/4 B 

147 壺 1/2 B 

47号土壊

148 壺 18, 9 1/2 D 

149 壺 16, 8 2/3 C 

150 空-='a, 19, 5 10, 2 36,4 3/4 B 

151 壺 15. 7 8.6 39,4 2/3 D 

152 甑 22.8 7. 2 15.4 完 C 

57号土壊

153 壺 2/3 B 

154 壺 1/5 B 

155 空ギ 13. 4 完 D 

156 甕 16.0 1/4 D 

157 甕 22.6 1/4 D 

158 高坪 9. 2 4/5 C 

159 高坪 11. 0 7. 0 10, 9 完 C 

58号土壊

160 壺 完 B 

161 空一 17. 0 1/2 D 

162 甕 14.2 1/2 D 

163 壺 8. 0 1/3 D 

59号土壊

164 空� 18. 4 2/3 B 

6 号住居址

165 空_,_ 17. 4 2/3 B 

166 空� 3/4 B 

167 空"'*' 11. 0 1/4 B 

168 空． 16.8 1/3 B 

169 甕 16. 2 1/2 D 

170 甕 13. 4 2/3 D 

171 宮ギ 8. 4 1/2 B 

成形・調整・文様
外 面

文
胴

口
替1： 櫛

：

縦
LR

羽
縄

状
文

文 ？
口縁 ：ナデ 叫：桶i波；！犬

箆磨き

箆磨き（赤彩の可能性有）

箆磨き•赤彩 頸
’

沈線l

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

胴類
口智

：： 箆ハ
： L直ケR線

→
縄

箆
1文

磨
、

Lき
口R

縁縄
全

文
：
面

ハ
赤

ケ

彩
→箆邸き

口唇： LR縄文、 山形突起 口縁：箆磨き

L月口届RJ
唇:縄,

： 文ヽLケR
→
縄j文 口縁 箆磨き 頸：箆直線 1 、

箆窮き 底部· 箆削り 全面赤彩
口緑 箆磨「き 頸： LR縄文ヽケ地→文箆

→磨箆き頂線 3 、：箆箆山削形り文l胴上半： 水烏足」文 9 底部

ハケ→ナデ？ 磨耗

ロ縁：箆磨き 頸： LR縄文地文→箆直線3
胴：ハケ→箆磨き
下胴
箆

上半
連

半
弧
：
L文

：
R
櫛

＋
縄

櫛
懸文

垂

直
地文
線

文
＋

→箆
令

箆
面

沈山線

赤
形→

彩
文

沈→ 線沈区線 画区画肺 、l 

口唇. LR縄文 赤彩 口縁：ナデ
頸：箆直線 3

口唇： LR縄文頸：
直
櫛
線

直
文

線1 胴： LR縄
文→櫛波状文→櫛縦

下
胴口替

）
：櫛：LT

R字縄
文

文
→＋櫛ハ波

ケ状剌
文

突充哄口繰（波
： 状ナ

文
デ上 →

箆磨き•赤彩

箆磨き・赤彩 脚部に2ケー 対の緊縛孔1

箆磨き•赤彩 頸：箆直線1

口唇. LR縄文 口縁： LR縄文地文 全面
赤彩

口唇： LR縄文 頸：櫛波状文2

ハケ→箆磨き 底部·箆磨き

内 面

箆磨き

口縁：箆磨き
胴．ナデ

ナデ

ロ縁：箆磨き
• 赤彩

箆磨き•赤彩

誓
災貝 彩

： 箆
ナ屁テ”

き

口縁彩 ：箆底き一
赤肺I . , ヽ ケ→ナデ

箆磨き•赤彩
「l 箱り ：ノヽケー•箆
腐ハケ→ナデ

磨耗詳細不明

ハケ→ナデ

ロ緑：箆磨き
胴：ナデ

ハケ→ナデ

→翌口兵赤箱
：
彩ナ： 箆
デ

犀き

ハケ→箆磨き

箆磨き

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

頸口• 殿赤
：
彩ナ： 箆
デ

腔き

I
口胴緑

： ノ
：ヽ箆 ケ

犀→ナき
テ・

箆磨き

ハケ→箆磨き

頸
ロ

：
昏ナ

： 細
テ：� 
文
L R

帯
細

1

文

、
2 ケ •対の緊籾孔 n縁 口緑：箆磨き

櫛筐状す帯 2 →汁組区画 頸：ナデ

箆磨き•赤彩 櫛簾状文(3連止め） 箆磨き•赤彩

箆磨き・赤彩 櫛T字文 箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩 ハケ→ナデ

箆磨き•赤彩 櫛簾状文(4連止め）
口紐彩 ．箆聡き ・

赤肺I : , ヽ ケーナデ
ロ縁：櫛波状

）
文3 (下→上）頸：櫛簾状文

(4連止め 箆磨き

胴口(縁3
：

櫛 連：
櫛止

波状め波状

文
） 文

（
3 \ � →上） 叩 ： 櫛簾状文

ト·下）
胴

デ
ロ箱： ハ： 箆ケ捗→ナき

箆磨き•赤彩 底部．箆磨き•赤彩 ノヽケ

表7 B区出土土器観察表5
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備考



No. 器種 法最(cm) 遺存度ロ径底径器高

172 壺 6, 5 1/2 

173 空- 6, 8 1/3 

174 甑 7. 9 4. 6 6. 9 2/3 

175 甑 18. 4 4.8 10. 4 1/3 

176 蓋 18. 4 5. 7 1/4 

177 高坪 25. 0 1/4 

178 高坪 14. 6 1/4 

179 高坪 14, 0 1/4 

180 杯 13. 7 3, 6 6, 6 3/4 

181 坪 14. 0 4. 0 6.6 完

182 高坪 15.2 1/3 

183 坪 4.8 1/3 

8 号住居址

184 空-='a, 25.8 3/4 

185 空-±a- 3/4 

186 高坪 14. 2 1/8 

187 高坪 7. 6 1/3 

188 空� 8. 4 完

189 甕 22. 4 6. 6 25. 1 1/3 

22号住居址

190 甕 21. 4 完

23号住居址

191 甕 1 1. 2 1/3 

192 甕 12. 2 1/2 

193 甕 6. 0 1/2 

194 台付甕 9.6 1/2 

195 台付甕 8. 4 2/3 

25号住居址

196 甕 17.5 6. 8 24.3 2/3 

197 甕 17. 2 1/3 

28号住居址

198 甕 20.0 1/6 

199 壺 7. 4 完

200 高坪 25.0 1/2 

39号住居址

201 甕 18. 6 1/3 

色調 胎土

B 

B 

B 

B 

C 

C 

B 

B 

B 

CD 

B 

B 

B 

B 

B 

C 

AB 

BC 

D 

D 

D 

D 

C 

B 

BC 

C 

BC 

B 

B 

BC 

成形 ・ 調整・文様
外 面 内 面

箆磨き 底部：箆削り ハケ→ナテ

箆磨き •赤彩 底部：箆削り 箆磨き•赤彩

箆磨き 焼成前穿孔 1 箆磨き

箆磨き 焼成前穿孔l 箆磨き

箆磨き 焼成前穿孔l 箆磨き

箆磨き・赤彩 箆磨き •赤彩

箆磨き・赤彩 ハケ

箆磨き・赤彩 ノヽケ

箆磨き•赤彩 箆磨き•赤彩

箆磨き・赤彩 箆磨き •赤彩

箆磨き・赤彩 箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩 箆磨き•赤彩

頸

口•唇赤
：
彩櫛

：
直

山形
線文

突起

3

\ 1 I司に4)口織：箆磨き 口紐彩 ．箆駁き ・

胴：箆磨 き •赤 彩 赤月同 ／ヽケーナデ

ロ縁：箆磨き・赤彩 頸：櫛T字文 月
口•同赤緑

：
彩ナ

：箆
デ

磨き

箆磨き•赤彩 ナデ

箆磨き・赤彩 ハケ→箆磨き

ハケ→ナデ 底部：箆削り→ナテ ナデ

文頸

/ _I
5 ：

:: 

櫛

→
(簾

下
下状

、
→文

区
上

画
、(

充
3区連

峨
画止
）

充め噴） ） →胴口縁
： 櫛：波櫛 状

波状文
箆削り

状
頸

胴文
：
： 櫛
櫛

3
簾

波 (
状下
状

文→
文

上5（等）-間
6
隔止め） → 口 縁：櫛波

箆磨き

文
頸

)J同 2
：櫛

楕iiC
簾
i皮l::

状
斗→犬
文

下
X

） (2 連止め） →口縁 ： 櫛 波状
: 3 (I- →下 ）

文顆
＂同 1 · 櫛簾状文(2連止め）→口緑 ：禰波状

． 櫛波状文2 ( I- → 下）
胴：櫛波状文→箆磨き 底部：箆削り→ナ
デ

磨耗詳細不明

箆磨き

文頸

胴 2
： 櫛

櫛( 上簾

波
状
状→文文

下）
2 
(2 連止め） → 口縁 ： 櫛波 状

. (,-→下）→ 箆斜走短線
文頸

月同
3 ：櫛簾状文 (2連」I: め） →口緑：禰波 状

：櫛波 状文/ I-→下）

頸 ：櫛櫛（
簾上
波

状
→状
文下

文
） (2連止め） →口縁 ：櫛波 状

文月同 3 ： ( ,-→下）

箆磨き•赤彩

口唇： 山形突起 箆磨き• 赤彩

箆磨き

箆磨き

箆磨き

磨耗

ノヽケ

ハケ→箆磨き

箆磨き

箆磨き

ナデ

箆磨き•赤彩

文胴
頭 4 ： 櫛

棺軒
<隈r
皮

状→
斗犬

文上
X

） '3 連止め） →口 縁 ：加波状
箆磨き: ! I-→下 ）

表8 B区出土土器観察表6
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備考



No. 器種 法量 ( cm) 遺存度 色調ロ 径 底径 器高
202 甕 7. 4 1/4 D 

203 蓋 1 6. 0 6. 2 1/3 B 

47号住居址

204 台付甕 13. 5 1/2 C D  

205 甕 9. 6 4, 6 10, 2 完 B C  

206 蓋 1 /3 D 

49号住居 址

207 蓋 9. 9 5. 0 2/3 D 

52号住居址

208 高坪 23. 2 1/2 B C  

209 高杯 12. 0 2/3 B C  

42号住居址

210 ギ空 完 B 

2 1 1  高 坪 2/3 C 

212 甕 30. 8 2/3 C 

56号住居址

213 ギ空 27. 6 1/10 B 

214 甕 18. 5 1 /4 D 

215 空-ab, 4. 6 3/4 B 

44号土堀

216 甕 16. 7 6. 2 18. 8 完 D 

217 高杯 18. 4 1/3 C D  

9 号土猥

218 空ー し 8. 2 2/3 B C  

50号土城

2 19 甕 27. 8 1/4 B C  

5 号住居址

220 -空 20. 8 1 /6 B 

221 空ギ 1 2. 4 1/8 C 

222 -空 8. 4 1/4 C D  

223 琳 1 1. 0 6. 9 完 B 

224 甕 16, 8 1 /6 B C  

225 甕 13. 0 1/6 D 

226 甕 16. 4 1/3 

227 高杯 13. 2 1 /3 D 

228 器台 10. 3 9. 8 6. 4 2/3 D 

胎土 成 形 ・ 調 整 ・ 文様
外 面

櫛波状文→箆磨 き

指頭押圧調整→ハ ケ → ナ デ 焼成前穿孔 l

頚ロ• 赤唇： 彩
櫛

：

簾
山状形文

突起
( 5 （ 一 l司 に 4 ) 口 縁 ： 箆磨 き

連止 め） ）Jlr.J : 箆嶼 差 • 赤彩
→胴
口 唇口

：
縁
櫛

： 面波： 状櫛
と

文
波り 状文頸 櫛簾

状
文 ( 3 連止め）

指頭押圧 調整 箆磨 き 焼成前穿孔 1

箆磨 き 焼成前穿孔 1

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き ・ 赤彩
文頸胴

5 
：
： 

梢
櫛

(
i下簾波ー状状上文文 、5(区(

4
上
連画

→
止充下

め峨心｝区
→
画口充

縁
域·） 惰箆II底波状き

箆磨 き • 赤彩
文頸胴

：

： （櫛

櫛
区簾画波

状
状充文

文
嘆） \ 2 連止め） → 口 緑 ： 櫛波状

箆磨 き ・ 赤彩 磨耗

頸 ： 櫛 直線文→ 口 縁 ： 櫛 波状文 2 (
き
上→下）

胴 ： 櫛 波状文 3 ( 上→下） 箆磨

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩 頸 ： 櫛 T 字文

内 而

箆磨 き

ハ ケ → ナ デ

/口J•I司緑赤： 彩箆
：

靡
箆晒き

き

箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩

ハ ケ → ナ デ

箆磨 き ・ 赤彩

ハ ケ → 箆磨 き

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き

ナ デ

箆磨 き

ナ デ

胴
デ
口 縁

： ハ： 箆
ケ庄ー ナ

き

頸
胴

（ 区
：

：

櫛画櫛
簾充波状噴状

文）文
( 3 連止め） 口縁 櫛波状文 箆磨 き（下 →上）

ハ ケ → 箆磨 き ハ ケ →箆磨 き

ハ ケ →箆磨 き Ill口司縁
： 旦：を箆肖IJ磨り 一きヤ

ナ デ
箆磨 き 箆磨 き

口 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 · 箆削 り → ナ デ り口l司
籾： 箆： ナ平 滑デ化

→ ナ デ
ハ ケ → ナ デ ナ デ

ハ ケ → ナ デ ロ 緑 ： ハケ→ナデ
胴 箆削 り →ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 ： ハ ケ （左回 り ） Ill口司 縁
： g：包ナ肖IJ デり _ 

ナ デ
ハ ケ →箆磨 き ハ ケ →箆磨 き

ハ ケ → ナ デ ロ 唇 ： 面 と り ハ ケ

表 9 B 区 出 土土器観察表 7
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備考



No. 器種 ロ 径
法扱 底径

(cm)器高 遺 存度 色調 胎 土

29号住居址

229 壺 1 5. 0 1/4 C 

230 甕 1 7. 8 フ6- D 

231 鉢 1 0. 4 1/3 B 

232 器台 9. 0 1/4 D 

233 器台 1/2 D 

31号住居址

234 壺 14. 6 1/4 B 

235 空舌 1/3 B 

236 空． 14 . 4 1/3 B 

237 壺 1 1 .  5 3. 2 12 .  2 3/4 B 

238 空-ab- 13. 6 1/6 C 

239 .,.,. 空 4. 6 B 

240 甕 1 7. 2 C 

241 甕 16. 1 4. 6 1 7. 1 2/3 D 

242 甕 1 7. 6 1 / 4  C 

243 甕 20. 2 1/8 C 

244 甕 1 5, 8 1/4 C 

245 甕 1 6. 2 1/6 C D  

246 高坪 25. 4 1/2 C D  

247 高坪 14.  2 2/3 D 

248 裔坪 1 5. 4 1/6 A C  

249 甑 1 5. 5 1/2 B 

250 甕 5. 2 2/3 C D  

251 小丸柑 10. 6 1/6 C 

252 小丸琲 9. 9 2. 7 5. 5 1/4 B 

253 器台 8. 6 2/3 D 

254 高坪 1/2 C 

37号住居址

255 台付甕 10.  8 4. 8 12 , 5 1/2 B C  

256 台付甕 2/3 C D  

257 小丸琲 10. 7 7. 1 完 B 

258 高坪 17.  2 1 1 .  7 12 , 9 完 B 

48号住居址

259 甕 14. 4 1 / 4  D 

260 甕 1 9, 4 2/3 D 

成形・ 調整・ 文様
外 面

箆磨 き

ロ縁 ． ナデ 胴 ： ハ ケ

ハケ→箆 磨 き

箆磨 き

箆磨 き 円形透か し 孔

箆磨 き

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き

ロ縁 ． ハ ケ→ 箆磨 き 胴 ハ ケ→ 箆 磨 き

箆磨 き

箆磨 き

ロ縁 ： ナデ 胴： 箆削 り or箆ナデ→ナデ

口縁：ナテ 胴 ： 箆削 り →ナデ

ナデ

ハケ→ナデ

ロ 緑
・
ナデ 胴 ： 箆削 り →ナデ

ロ縁 ． ナデ 胴： 箆削 り →ナデ

箆磨 き

箆磨 き 円 板充瑣

箆磨 き

箆削 り or箆平滑化後ナデ 焼成前穿孔 1

箆削 り →ナデ

ハケ→ 箆 磨 き

ロ縁· 箆 磨 き 胴 ： 箆削 り →箆磨 き

箆磨 き 円形透か し 孔 3

箆磨 き

ハケ→ナデ

ノ ヽ ケ

ロ縁：ハケ→箆磨 き 胴： 箆削 り → 箆 磨 き

坪 ： ハケ→箆磨き 脚 ： 箆磨 ぎ 円形透 か
し 孔 6

ハケ

ロ 縁 ～ 胴 ： 櫛
）

波 状 文 （上→下） →櫛簾状 文
( 3 連 止め

表10 B 区 出 土土器観察表 8
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内 而

口 縁 ： 箆磨き
胴 ． ナテ"

ナIJ口同紐デ： 箆
： ハ

印l
ケ
り

→ 

ロ 縁： 箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き

胴
ナ
口粒

デ

： 箆： 箆肖 lj
届り 一き

胞
1•1
］

縁赤
：

彩箆 ：箆
削

磨
り

き

箆 磨 き

月n同紺
： 9

：
ヽ箆-'.r 歴- ·きナ

デ

箆 磨 き

)]ロ同 籾
： 箆： 箆肖 lj

屁り → 
き

ナ デ

りn同絃
： 箆：引閂ナlj

デり 一
ナ デ

平
胴

m
綽
m

：
化
箆：

一
ナ肖 lj 

デり o r 
ナ デ

/
口
J同綽

： 箔
：
訂

ナ肖 lj
デり 一 や

ナ デ

川
悴
n司

1
紐
釈

： 箆
主
： 箆閂 lj

郎り → き

りロ同緑
： 箆： ナ削 デり → 

ナ デ

ロ 縁 ： ナデ
胴 ：箆削 り

箆磨き

箆磨 き

箆磨 き

箆 平 滑化→ナ
デ

箆削 り →ナデ

ハ ケ→箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き 、 ハ ケ

ナデ→ 箆磨 き

ナデ

口結 ハケ→
化

箆一岱箆閉さ嗣 ’ 箆平情 き
坪 ： 箆磨き
脚 ：ハケ

口 縁 ： 箆磨き
胴 ：ナデ
口 縁 · 箆磨き
胴 ： 箆削 り

備 考



No. 器種
法量 (cm )

遺存度 色調 胎 土ロ 径 底 径 器 高

261 台付甕 1/2 D 

53号住居址

262 台付甕 13.8 2/3 B C  

263 甕 18.6 ½ C ゜

264 甕 10. 8 1/3 C 

265 高坪 9. 8 1/3 D 

13号溝址

266 壺 15. 9 1/3 B 

267 壺 16, 4 1/4 C 

268 空- 15.0 3/4 D 

269 空- 16.4 1/4 A B  ゜

270 空ギ 16. 5 完 C 

271 壺 11. 8 1/4 B 

272 壺 12.9 1/4 AC 

273 壺 12, 6 1/4 B 

274 壺 6. 7 3. 0 18. 5 1/2 B 

275 壺 7. 1 1.8 16. 2 完 B ゜

276 壺 5. 2 2. 4 13, 9 4/5 B ゜

277 壺 13.5 5. 8 13, 2 完 B 

278 壺 8. 7 4.4 15.0 2/3 D 

279 壺 5,8 2/3 B 

280 空一 '
" 5, 2 2/3 B 

281 壺 5.0 1/2 C 

282 壺 3. 0 完 C 

283 壺 8.3 2/3 B 

284 空← 12. 9 2/3 C 

285 壺 5. 4 2/3 B 

286 空
ー
、」 20.0 7. 4 21. 2 3/4 C 

287 甕 14. 4 1/4 C 

288 甕 19.2 1/4 B C  ゜

289 甕 8. 4 1/3 B C  ゜

290 甕 1 1. 2 2/3 B 

291 甕 17. 7 1/3 B 

292 甕 17. 8 4.4 13. 2 完 D 

293 甕 17.6 1/3 C 

294 甕 20.2 1/6 C 

成形・ 調 整・文様
外 面

ロ 縁 ～ 胴：櫛波 状文 → 頬 ： 櫛 簾状文 ( 2 連
止め）

ロ縁： ナデ 胴 ． ハ ケ

ロ縁 ： 箆削 り →ナデ 胴：箆削 り

ナテゞ

箆磨き ？ 磨耗 円形透か し 孔 3

ロ縁：ナデ→箆磨き 胴 ．
．

箆磨き

ロ 縁 ： 粘 土帯貼 り 付け 、 ハケ → ナ デ 胴 ：
箆磨 き

口縁： ハ ケ →箆磨き 胴
’

箆磨き

口唇 ： 面 と り ロ縁：ハケ →ナテ

ロ縁 ： ハケ → ナデ

ナデ

ハケ →ナデ

ロ縁
・

粘土帯貼 り 付け 、 箆磨き

底
口る 連

部緑
続；
：

箆刺
ナ

磨突
デ

き IJl•J : 箆 磨 き 、箆 状 工具し よ

ロ縁 ： ハケ → 箆磨き 胴 ： ハケ → 箆磨き

口縁 · 箆磨き 胴：ハケ → 箆磨き

箆磨き・赤彩 底部周 辺のみ箆削 り

箆磨き•赤彩

箆
頸 ． 櫛直 線 2 胴 · 箆磨 き ・ 赤 彩 底 部 ．

削 り
胴上半 箆磨

削
き 胴 下 半 ：箆削 り →箆磨 き

底部 箆 り

ハケ →箆磨き

箆磨き 底部：箆磨き

ハケ →箆磨き 底部：箆削 り

頸： 櫛直線 口縁・ 胴：箆磨き•赤彩

ハ ケ → ナデ

ロ縁 ． ハ ケ →ナデ 胴 ： ハケ 全面赤彩

ナデ

口 緑 ： ナ デ→ハケ or甕 に よる 刺 突 頸 ： ハ
ケ

胴 ： ハケ 脚 ： ナデ

口縁：ナテ 胴： 箆削 り →ナデ

ロ縁： ナデ 胴： 箆削 り →ナデ

ロ縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 ハ ケ → ナデ 底
部 ： 箆 削 り

口縁：ハケ → ナデ 胴： ハ ケ → 箆削 り

口唇 ： 面 と り ロ縁 ： ハケ → ナデ

表11 B 区 出 土土器観察表 9
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内 面

箆磨き

ナデ

ロ 縁 ： ナデ
胴 ： 箆削 り

ナデ

磨耗

ナデ

ロ 緑 ： 箆 磨 き
胴 ： ナ テ�

→
胴n 縁

ナ
： 箆
デ

： 箆平靡
滑

化き

ノヽケ

I
ナn胴縁デ： 箆

： ハ肖lj
ケ
り

→ 
？ 

ナデ

ハケ →ナデ

ハケ →箆磨き

ロ 縁 ： 箆 磨 き
胴 ： ナ デ
口 縁 ： 箆磨 き
胴

・
ナ デ

ロ 縁 ： 箆 磨 き
胴 ナ デ
口 殺 箆踏 き • 赤
胴
彩

． 箆削 リ ーナ テ’

ln胴• 赤
緑

：
彩

ナ
： 箆
デ

｝斜 き

ナデ
胴

/J
り
同上下半

半
· 迎月U
： ナデ

磨耗不明

ナデ

ハケ →ナデ

/nJ同
• 殿赤

：
彩

箆：
邸
箆 靡巻

き

ハケ →ナデ

赤
JJl口•I 彩

緑
. ナ

： ナ
デ

デ、

ナデ

口 箱K ナデ
頸JJl,j ． ハ ケー ナ デ

． ナ デ

胴→胆I
ナ
：

:
箆

ナ
デ乎

デ
沿化

ロ 緑 ： ナ デ
胴 ： 箆削 り
口 縁象 ： ナ デ
胴 ・

ナデ
ロ 緑 ： ハ ケ → ナ デ
胴 ． 箆削 り ーナ デ

J Jl
口
•J緑: 、9

• ノ ヽ ケヽ ケ → ナ
デ

口 縁 ： ナデ
胴： ケ ズ リ

備 考

289 と 同一



No. 器種 法整 (cm ) 遺 存 度 色調 胎土ロ 径 底径 器高

295 甕 18. 2 1/4 B 

296 甕 1 7. 3 2/3 B 

297 甕 19. 6 1/4 D 

298 甕 16. 9 1/2 D 

299 甕 19. 0 1/4 C 

300 甕 19. 6 2/3 C 

301 甕 18. 8 1/6 D 

302 甕 16. 6 完 A B  

303 甕 4. 0 2/3 C 

304 甕 18. 5 5, 8 25. 1 2/3 D 

305 甕 27. 4 1/2 B 

306 甕 22, 4 1/2 B 

307 甕 2 1 .  8 完 D 

308 甕 26. 0 1/3 D 

309 甕 15. 3 1/4 D 

310 甕 13.  3 3/4 D 

311  甕 1 3. 6 5. 0 14. 1 3/4 C 

312 甕 13, 5 5. 4 16. 7 完 C D  

313 甕 1 6. 0 6. 1 18. 5 3/4 C 

314 痰 1 5. 2 2/3 C D  

315 台付甕 1 1 . 8 7. 2 13. 5 完 B 

316 台付甕 10. 7 7. 4 14.  1 完 B 

317 甕 7. 4 2/3 B 

318 台付甕 1/3 C 

319 台付甕 9. 8 完 C 

320 甕 5. 6 完 B 

321 甕 5. 1 2/3 D 

322 台付甕 1 1. 8 4/5 C 

323 台付甕 1 1. 4 2/3 D 

324 台付甕 1 1. 2 完 C 

325 台付甕 1 1 . 2 完 C 

326 台付甕 10. 8 完 C 

327 台付甕 7. 2 完 C 

328 台付甕 8. 3 完 C D  

329 台付甕 9. 0 完 D 

330 甕 B C  ゜

成 形 ・ 調整・文様
外 面

口 唇 ： 面 と り ロ 縁 ： ハ ケ→ナデ 胴： ハ
ケ

ロ 縁 ： ハ ケ→ ナ デ 胴
’
ハケ

口 唇 ： 面 と り → ナ デ ロ縁：ハケ →ナテ

ロ縁：ナデ 胴 ． ハ ケ

ロ縁
・

ハ ケ→ ナ デ 胴： ハ ケ

ロ縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴：ハケ

ロ縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 ．
・
ハケ

ロ縁： ハ ケ→ ナ デ 胴 ： ハ ケ

胴上
底

半 · 箆磨
削

き 胴下 半 ：箆磨き→箆削 り
部 ．． 箆 り

文
頸

（ 七
4
：

�
而
→

(睾下
下
状
→
）

文上、' 区3 連画止充峨め） ） →
胴

口
：

縁櫛 波
：

状
櫛 文

7/Ji.状
3 

口 唇 ： 面 と り ロ 縁 ～ 胴：櫛波 状文 （ 基 本
的 に 上 → 下）

ロ 縁：櫛波 状文 （上→ 下 、 区 画 充堰
）

？） 
胴 ： 櫛波 状文 （下 →上， 区画充墳
頸：櫛簾

（
状文

上
（等間

区
隔 止め）

）
→ 口 縁 ：櫛波

状文 4 下→ 、 画充唄 胴：櫛波 状文

す
文

顕 5 
5 
· 櫛-

(
簾6
I-

状
→

(
文下
下

→
）

(上
節
2 連

、幽
止区
主

め画 ）充 →填 ）口 縁胴 · 
· 禰櫛 波

波
状
状

頸 ： 櫛直線文 → 口縁： 櫛 波状文 3 (下→上）

状
頸

I
文：
I- →

櫛2 菜
下

(状上
）

文
→ 下（等、間区画隔止充峨め｝ 胴→ 口： 殿櫛 波：

状
櫛

文
波

ロ 縁
磨

： 櫛波 状文
簾

（ 下 → 上
（
） 胴：櫛波

）
状文 、

箆 き→ 頸：櫛 状文 2 連 止 め
頸文
胴 2

： 櫛
櫛

(簾下
波

状
→
状文文

上 ）( 3 連止め） → 口縁 ： 櫛波状

: 3 ( 卜 →下）
箆

磨 き
ロ 縁 ～ 胴 ： 櫛

止
波 状

）
文 （上→ 下 ） → 頸 ： 櫛簾

状文 ( 2 連 め

箆磨き 磨耗詳細不明

文頸
り『J

1 ： 櫛簾状 文 \ 3 連止め） → n縁 ： 櫛波状

： 櫛波
状 文 2 ( 卜 · 下 ） 脚： 笥幽 差

ロ 縁 ：櫛波 状文 （上 → 下
）

） 頸：櫛直 線文
胴：櫛波 状文 （ 上→ 下 脚 ：箆磨き
頸

（
： 櫛簾状文 ( 4 連止 め ）

充
→ 胴

）
櫛波 状文

下 → 上 、 上 → 下 の区画 瑣

櫛波状文 箆磨き

櫛 波状文 箆磨き

胴 ： 箆磨き 底部 ： 箆削 り

胴 櫛波状文、 箆磨き 底部 ： 箆削 り

ハケ 端部： 面 と り

ハケ 端部： 面 と り

ハケ

ノヽ ケ

ナ デ 端部面 と り

ノ ヽ ケ

ハ ケ→ナデ

ノ ヽ ケ

ハケ→ ナテ→ハ ケor箆による 刺 突

表12 B 区 出 土 土 器観察表10
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内 面

ロ縁 ： ハ ケ

口 緑 ハ ケ →ナデ
胴 箆削 リ ーナ デ

ロ縁： ハ ケ

胴
→
口 緑

ナ：箆
デ

： ナ肖ljテり ？ 

ロ 糸京 ． ハ ケ
胴：ナデ
月口I司

縁
： ノ ヽ

ナ
ケ ープ ナ

テ←

ロ 縁 ． 箆磨き
胴

’ ナテ・

ロ 紺： 箆
： ハ ケ ーナデ

胴 平滑化→ナ
デ
J
口J
I司

縁
： 箆： 乎箆郎滑 化き

→ ナ デ

箆磨き

ロ緑 ハケ→箆→齢
ナ

き
朋 箆平沿化 デ

箆磨き

箆磨き

箆磨き

箆磨き

J
箔
ロJ/司
刃

縁

森：
箆
圭
： 箆肖lj磨り → き

箆磨き

箆磨き

箆磨き

箆磨き 磨耗

胴 · 箆磨き
脚 ・

ナデ
胴胆I 箆/ ヽ郎ケ →さ ナ
デ

箆磨き

箆磨き

箆平 滑化→箆
磨き

箆磨き

箆磨き

胆胴I
：
: ナ箆乎デ沿 化

→ ナ デ
I胆ll司

I

：: 箆箆 乎乎沿
消

化1巳
ー ナ デ
胴： ナ デ
脚 ： ハケ
胴：ナデ
脚 ： ハ ケ
胴：箆平 滑化
脚 ：箆削 り
胴

・ ハ ケ
脚 ． ハ ケ

｝脚
胴 ：

： 箆箆乎平沿沿化化
→ ナ デ
胴 ． ナデ
脚 ：ナデ

ナ デ

備 考



No. 器種 法鼠 (cm) 遺存度 色調 胎土ロ 径 底径 器高
331 甕 D ゜

332 甕 D ゜

333 空． B C  ゜

334 高坪 25. 8 9. 1 3/4 B ゜

335 高杯 12. 6 16. 5 10. 6 2/3 C 

336 高坪 20. 2 16. 6 16. 6 完 C 

337 高坪 1 4. 2 2/3 C 

338 高杯 15. 8 完 B 

339 高杯 25. 3 2/3 B 

340 高杯 14.  3 3/4 B 

341 高坪 1 2. 5 1/2 C 

342 高坪 18. 6 2/3 C 

343 高杯 12. 8 2/3 C 

344 高坪 9. 5 完 B 

345 高坪 2/3 C 

346 嵩坪 1 1. 7 完 B 

347 高坪 2/3 D 

348 高坪 8. 0 2/3 C 

349 高坪 7. 4 2/3 C 

350 高坪 完 B 

351 器台 9. 5 1 1 . 6 10. 0 完 C 

352 器 台 1 1. 4 2/3 C 

353 器 台 4. 0 2/3 C 

354 器 台 13. 0 2/3 C 

355 蓋 5. 1 3. 1 4/5 B ゜

356 蓋 9. 9 4. 0 完 C 

357 器 台 9 .  4 8. 7 6. 8 完 B 

358 杯 9. 1 3. 8 6. 2 4/5 B 

359 片 日 鉢 1 4 .  7 4. 3 6. 9 1 /2 B 

360 甑 15. 4 8. 8 1 /2 C ゜

361 杯 1 1. 6 4. 0 5. 5 1/3 B 

362 坪 1 1 . 3 4. 2 6. 2 1/3 B 

1 4号溝址

363 空-- 1 2. 8 完 C D  

364 壺 6. 2 完 C 

365 台付甕 14.  7 7. 4 19. 5 2/3 C D  

成形 ・ 調整 ・ 文様
外 面

ハ ケ

9 ヽ ケ

箆磨 き 箆 に よ る 「 ハ」 字状 の 剌 突

箆磨 き 円 形透か し 孔 3

箆磨 き 円 形透か し 孔 3

箆磨 き ・ 赤彩 三角 形透か し 孔 4

ハ ケ→箆磨 き

口 唇 山 形突起 4 箆磨 き • 赤彩

口 唇
’ 山 形突起 箆磨 き ・ 赤彩

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き

口 唇 • 山 形突起 箆磨 き • 赤彩

ハ ケ → ナ デ 円 形透か し 孔 3

ハ ケ→ 箆磨 き 円 形透か し 孔 3

箆磨 き • 赤彩 三 角 形透か し 孔

箆磨 き

箆磨 き • 赤彩 三 角 形透か し 孔

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き · 赤彩

箆磨 き

箆磨 き • 赤彩 円 形透か し 孔 3

箆磨 き 円 形透か し 孔 3

ナ デ

ハ ケ →箆磨 き 円 形透か し 孔 3

箆磨 き • 赤彩

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ 脚端部面 と り

箆磨 き • 赤彩 底部 ． 箆磨 き • 赤彩

ハ ケ→ 箆磨 き 底部 ： 箆磨 き

口 縁 ’ 粘土帯貼 り 付け 箆削 り →箆磨 き

箆磨 き ？

ハ ケ→ ナ デ

ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 ： ハ ケ

胴 ． 箆 ナ デ→ ナ デ 底部 ： 箆削 り → ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ 胴 ～ 脚 ハ ケ

表 1 3 B 区 出 土土器観察 表 1 1
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内 面
ナ デ

ナ テ

ナ デ

杯胴り I 、
： : 箆

ナ
u 晒仔

デ
l
き
『I ) と

杯胴I ：: 痒箆
的
乎 沿

さ 化
→ ナ デ
赤
杯
脚彩：： 箆

箆応｝牲 きき

盟杯
き： ノ ヽ ケ ー

箆
： ナ デ

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き • 赤彩

箆磨 き

箆磨 き • 赤彩

ハ ケ → ナ デ

箆平滑化→ ナ
デ
杯
腐

： 箆窮 さ • 赤

" 'T-• ナ デ
箆平滑化→ ナ
デ
杯
赤胆11 彩： 箆

I赳 き
： ナ デ

胆杯赤I彩
：
; 箆ナ晒テテき

· 赤脚杯彩：
： 

箆
ナ

a
デ
� き ・

箆平滑化

胴
杯赤I

彩; ： 箆箆I
乎
料

沿
き

化
・

杯 ’ 箆磨 き
脚 ナ テす

ナ デ

杯 ’ 箆磨 き
脚 ： ハ ケ
ハ ケ → ナ テ4

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ナ デ

箆磨 き

箆磨 き

箆磨 き ？

ハ ケ → ナ デ

ロ 縁 · ハ ケ →
II
ナ
同デ． ナ デ

ナ デ
口 紐 ， 、 ケ111
Ill� 
•1 · ,  ヽ ケ ー· -J- デ

9 ヽ ケ

備考

S 字

S 字

ヒ サ ゴ壺 ？



No. 器種
法 措 (cm)

逍存度 色調 胎土
ロ 径 底 径 器高

366 台付甕 14. 5 1/2 D 

367 台付甕 8. 2 完 B 

368 台付甕 1 2. 4 完 D 

369 甕 1 2. 4 1/3 C 

370 甕 1 5, 8 1 /4 C 

371 甕 13. 0 5, 0 1 6. 7 2/3 C 

372 台付甕 7. 3 完 C 

373 台付甕 5. 8 完 D 

374 台付甕 9. 4 2/3 C 

375 甑 1 8. 6 3. 8 8. 6 1/3 D 

376 高杯 20. 2 1/8 B 

377 高 坪 1 6 .  2 1/3 B 

378 高 坪 16, 6 1/8 C 

379 器 台 1 1. 6 2/3 C 

380 器 台 8. 4 1/3 B 

381 高坪 1 2. 2 完 B 

382 器 台 8. 8 1/3 B 

383 器 台 8 .  4 12. 4 8. 8 完 C 

384 空ギ 7. 0 3. 5 6. 7 完 D 

385 鉢 10. 8 3. 0 7. 7 2/3 D 

386 坪 14. 4 5. 0 7. 9 完 B 

387 鉢 10. 8 2, 8 5. 6 1 /3 C 

15号溝址

388 空_ u  2 1. 2 1/8 C 

389 壺 4. 8 完 C 

390 壺 8. 0 1/4 C 

39 1 壺 14.  1 5. 6 24. 6 2/3 C 

392 甕 14. 8 1/4 D 

393 甕 17. 0 1/3 C 

394 甕 1 7. 0 1/4 C 

395 甕 15. 6 1/5 C 

396 甕 16. 0 1/4 C 

397 鉢 28. 4 1/4 D 

398 鉢 8. 4 7. 0 完 C 

399 高 坪 1 6 .  6 1/3 C 

400 高 坪 1 6 .  0 1/3 B 

成 形 ・ 調 整 ・ 文様
外 面

ロ 縁 ・ ハケ 胴：箆削り → ナデ 脚 ： ハケ
→ナデ

ハケ→ ナ テ

ハ ケ→箆磨き

ナ デ

ロ 唇
）

： 面 と り 口 縁 ～ 胴 ： 櫛 波 状文 （上→
下 頸 ： 櫛 直 線文

頸即（l 下 櫛→ 簾上
;皮

状
）
北犬

文 ( 2 連 止 め ） ー ロ 緑 ． 櫛 波状 文 2

櫛 文 （上 → 下） 底部 ： 箆削 り → ナ デ

ハケ 脚端 ： 内側 折 り 返 し

ハケ → ナ デ

胴 ： ハケ → 箆削 り 脚 ： ハケ → ナ デ

箆磨き

箆磨き・赤彩

箆磨き• 赤彩

箆磨き•赤彩 三角 形透か し 孔

ハケ→箆磨き•赤彩 円形透か し 孔 3

ハケ→箆磨き

箆磨き • 赤彩 円形透か し 孔 3

箆磨き 円形透か し 孔

箆磨き 円形透か し 孔 3

ロ縁：ハケ → ナデ 胴： 箆削 り→箆磨き

ロ縁 ： ハケ→ナ デ 胴 ： 箆削 り

箆磨き• 赤彩 底 部
’

箆削 り

ハケ→ ナ デ 底 部 ： 箆削 り → ナ デ

箆磨き

箆磨き

ハケ→ ナ デ

ロ 縁 ： ナデ 胴：箆削り → ナデ 底 部 ： 箆
削り

口縁： 箆削 り → ナ デ 胴：箆削 り

ロ縁 ’ ハケ → ナ デ 胴：ハケ

ロ縁 ハケ → ナ デ 胴 ： ハケ

ノヽケ

ナ デ

ロ 縁 ： 箆削り→箆磨き 胴 箆削り→箆磨
き
ロ 縁 ： ナデ 胴上 半 ：ハケ 胴 下 半 ： 箆 削
り → ナデ

箆磨き

箆削 り→箆磨き

表14 B 区 出 土土器観察表 1 2
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内 面
胴
ナ

口縁
デ

： 箆
： ハ ケ

肖り り 一�

盃
月ーl•J• / ヽ ケ →ナ

ー ナ デ
胴脚

→ ナ
：： 箆箆

デ

踏乎 滑き 化

胴
ナ

口 殿
デ

： 箆： 肖ナIJ
デ
り → 

J
箆n
J同

縁

靡
： 箆

至
： 箆肖rJ

靡
り → 

き

箆磨き

胴 ： ナデ
脚 ： ナデ

ナ デ

胴
岬

. ． 箆, ヽ
平
ケ ー

消化
ナ ーデ

ノ ヽ ケ ー ナ デ

箆磨き

箆磨き・赤彩

箆平 滑化→ナ
デ

ナ デ

赤開杯I
彩：: 

箆

ナ
底
デ

き

箆磨き•赤彩
坪 · 箆箆平磨滑き • 赤彩
脚 化→ナ

坪 ： 箆 磨き
脚 ：ナデ
杯胆I . · 箆箆踏乎 滑き 化

→ ナ デ
n 綽： ノ ヽケ →
ナ
I]
同 デ

： ナ デ

JJlナn•J
縁
デ: ナ

： ハ
デ

ケ →

箆磨き • 赤彩

ロ 緑 ハ ケ → ナ デ
胴 箆削 り → ナ デ

箆磨き

ナ デ

箆削 り → ナ デ

脈口J縁: 箆： 乎ナ
沿テ

ゞ

化
→ ナ デ

胴
ナ
口 縁

デ
： 箆： ナ肖IJデり → 

口 縁 ハ ケ →ナ デ
胴 · 箆削 リ →ナ デ

胴
ナ
口 紘

デ
： 箆： ナ肖IJデり → 

胴ナ
口 緑

デ
： ナ
： ハ

デ

ケ→

JJ
ナ

口

同紺デ
： ナ

： ハ
デ

ケ ー

箆磨き

ナ デ

箆磨き

箆磨き

備 考



No. 器種 法 量 (cm) 遺存度 色調 胎土ロ 径底径器高

401 高坪 15.4 1/3 B 

402 器 台 8. 4 1 1. 8 7. 0 完 C D  

403 小丸月 12. 2 1/3 B 

404 小丸琲 1 1. 0 1/2 B 

405 鉢 10, 8 5, 6 1/2 B 

406 器 台 9, 6 9.8 8, 0 完 B 

407 器 台 8. 6 9. 2 6. 6 完 C 

408 器台 8. 9 9. 9 6. 9 完 C D  

18号土猥

409 空� 14. 2 完 C 

410 空． 完 C 

4 1 1  台付甕 8.0 完 C D  

60号土堀

412 空ギ 12. 4 1/3 C D  

413 空-at- 11. 9 4.0 14. 2 1/2 B 

414 坪、 21. 3 9. 0 6.4 完 B 

415 器 台 8. 8 8. 8 7. 1 1/2 C D  

416 高坪 13. 0 2/3 C D  

55号土堀

417 器 台 10.3 10.8 9, 2 完 C D  ゜

418 甕 17. 4 1/3 AB ゜

419 甕 1 9, 0 1/6 BC ゜

420 高杯 20.8 完 B ゜

そ の 他

421 空ー、一 12, 0 1/6 D 

422 空ギ 14. 2 1/3 D 

423 空� 1/4 C D  

424 甕 21. 4 1/8 C 

425 甕 21. 2 1/8 C 

426 甕 16. 2 1/8 D 

427 壺 20.4 1/4 B 

428 空． 13, 4 1/4 B 

429 堂� B 

430 壺 7. 8 3/4 C 

431 空ギ 2/5 B 

432 空． 2/3 D 

成形・調整 ・ 文様
外 面

箆磨き

坪 ． 箆磨き 脚 ：箆削り→箆磨き 円形透
か し 孔 6

箆削 り →箆磨き

ハ ケ → ナ デ

ロ縁 ： ナ デ 胴 ．． 箆削 り → ナ デ

ノ ヽ ケ

ハ ケ → ナ デ

ハ ケ → ナ デ

ロ縁
・

ハ ケ → ナ デ 胴： ハ ケ

胴上半 ：箆磨き• 赤 彩 胴下 半 ：箆削り→
箆磨き• 赤 彩

ハケ → ナ デ

箆削 り →箆磨き

口 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴上半 ： ハ ケ 胴下
半 ： 箆削り

口唇 ： 面 と り 箆削 り → 箆磨き

ナ デ

箆磨き

坪 ： ナ デ→箆磨き 脚 ：箆磨き 円形透 か
し 孔 5

口唇 ： 面 と り ロ縁 ： ナ デ 胴 ： ハケ

ロ縁 ： 凹線5 胴 ： 箆ナ デ

口唇： 面 と り 坪 · 箆磨き

ノ口3ヽ 替
ケ→

胴：
箆
L：

R
幽
箆縄山

至
文形 文 口稼 ： ナ デ 頸 · 箆直線

口唇 ： LR縄文 口縁 ： ナ デ 頸 ： 箆直線

頸足
節1

」
痺
： 文L

主
R縄文地文 → 箆直線 4 I Jl•J : I 水扁

口 唇： LR 縄文 口 縁 ： ナ デ 胴 ： 櫛単斜
条痕 (or横羽状文） 口 縁折り返 し
口 唇·

直
LR

線
縄
文

文 → 指頭 押 捺 胴 櫛斜 交 子
文 →櫛

文
口 唇（ 上→

LR
下

縄
）
文 ロ縁 ： ナ デ 胴：櫛波状

口唇： LR縄文 口縁：ハケ → ナ デ

口唇： LR縄文 口縁： ナ デ→箆磨き ？

ロ縁 ： ナ デ
箆頸踏

. LR縄文地文 →箆直線 3
胴 ： ハ ケ→ き

口 唇：
箆
LR

磨
縄

き
文 頸 ： 箆直線 2 胴：箆山

升多文
口 縁：箆磨き 頸 ： 箆直線 3 胴：箆磨き
全面赤彩
ロ縁 ：箆磨

磨
き 頸 ：箆直線文 2 →箆山形文

胴：箆 き

表15 B区出土土器観察表13
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内 面 備考

箆磨き

杯 ： 箆磨き
脚 ： ナ デ

ナ デ→箆磨き

ハ ケ→ ナ デ

ナ デ

ハケ→ ナ テ

ハ ケ→ ナ デ

ハケ→ ナ テ

口 縁 ： ノ ヽ ケ →
JIIナ司 デ

： ナ— ぅュ9

箆削 り →ナデ

胴·: 箆削り
脚 · 箆平 滑化

箆磨き

!IIナロ司輝デ
： 箆

：

平
ハ 沿

ケ

化

→ 

ハ ケ → ナ テ

ナ デ

ナ デ

耳
品

ヽ ． ナ デ→ 箆邸
9 ヽ ケ→ ナ デ

ロ 縁 ： ナ デ
胴 ： 箆削り
ロ 緑 ：ナ デ
座頁 ： ノ ヽ ケ → ナテ・

箆磨き

J口Jl•J
縁: ノ：ヽ箆ケ晒→ ナ

き

口縁 ： 箆磨き

ナ デ

ハ ケ →箆磨き

箆磨き

箆磨き

ナ デ

箆磨き•赤彩

ナ デ

り 口伺
緑

： ／ ：ヽ箆ケ晒→ ナ
き

テ←

口彩箱K 箆幽 き ・

腐 ： 9 ヽ ケ ー ナ デ

り 口•同
緑
赤
：

彩
-r

： 箆
ラ

と磨き



No. 器種
法 景 (cm)

遣存度 色調 胎土ロ 径 底径 器高

433 空． 6. 4 2/3 C 

434 空ギ 10. 8 7. 2 1 7. 2 完 C 

435 高杯 1 7. 8 1/3 B 

436 高坪 18.  4 1/4 B 

437 蓋 9, 0 1. 4 完 C 

438 蓋 12.  4 2. 6 1/8 C 

439 坪、 8. 2 4. 6 4. 2 2/3 A D  

440 空• 1 1 . 1 1/4 B 

441 壺 10. 8 1 /3 B C  

442 壺 9. 6 2/3 B 

443 甕 1 6. 4 4 /5 C 

444 甕 1 7, 4 1/4 C 

445 甕 14.  9 1/3 D 

446 甕 1 2. 8 2/3 D 

447 台付甕 8, 7 5. 7 9. 8 1/3 D 

448 甕 8. 8 4. 2 1 0. 3 2/3 D 

449 甕 7. 0 1/3 D 

450 壺 1 7. 5 完 C 

451 壺 10. 6 2/3 B 

452 壺 1 5. 6 1/3 C D  

453 壺 1 4. 2 1/4 C 

454 甕 1 0. 5 4 , 5 12, 4 完 D 

455 窟 22. 4 1/4 D 

456 甕 20. 2 1/4 C 

457 甕 1 6. 5 1/4 D 

458 甕 1 6. 6 2/3 C 

459 甕 1 3. 4 2/3 D 

460 高 坪 21.  8 1 / 1 0  C 

461 高杯 2/3 C 

462 杯 1 4. 8 4. 4 5. 0 1/3 C 

463 高杯 1 2. 2 2/3 B 

464 高杯 10. 4 1/2 C 

465 高坪 9.  8 3/4 B 

466 甑 9. 0 4. 2 5. 0 完 C 

467 空ギ 16, 4 1/2 D 

468 甕 1 5. 5 1 6. 4 2/3 C 

成形・ 調整・文 様
外 面

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

口唇 ： 山形突起 箆磨き ・ 赤彩

口唇 ： 山形突起 箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩 2 ケー 対の 緊縛孔 2

箆磨き•赤彩 2 ケー 対の緊縛孔 l

ロ 唇 . 2 ケー 対 の緊縛孔 箆踏 き • 赤彩
底部 ： 箆削 り→ナデ

箆磨き•赤彩

箆磨き 底部：箆削 り → 箆磨き

箆磨き 底部 ： 箆削 り → 箆磨き

口唇 ： LR 縄文 口縁 ：ナデ 胴：櫛波 状
文 5 ( 原 体 異 なる ）
口唇 ：箆刺 突 頸 ：櫛簾状文

痕
（ 等 間 隔 止 め）

→ 胴 ： 櫛波 状 文 3 →櫛単斜条
ロ 唇 LR 縄文 口縁 ：ナデ 胴：櫛単斜
条痕→櫛直 線 文
口唇 . LR 縄文 ロ 縁 ’ ナデ 胴：櫛横 羽
状文

文口笞 ： LR縄 文 JJ且J : LR縄 文 地 文 箆鋸歯
，， ヽ ケ → ナデ
ロ 縁：ナデ

磨
胴

き
上 半 ：箆重 四 角文 胴 下

半 ：ハケ→箆

ハケ→ 箆磨き

ロ 縁 ：箆磨 き ・赤彩 頸： T 字 文 B 胴 ·
箆 磨 き ・ 赤 彩

箆削 り →箆磨き 底部． 箆削 り

箆磨き•赤彩

ロ 縁 ： 箆 磨 き ・ 赤 彩 頸 ． 櫛簾状文 ( 2 連
止 め ）
頸 ： 櫛直線文 → 口 縁 ：櫛

）
波状文 （上→ 下）

胴 ：櫛波 状 文 （上 → 下

文瑣

肺J 4 
： 櫛

梱(i 下
簾
i皮

状
斗→犬文上づ

こ
） ( 2 連止め） 口 縁 ：櫛 波状

： （上→ 下 ）

文
胴

頸 3· ： 
櫛
櫛( 下

睾
波

状

状
→

文
文上） ( 2 連止め） → 口 緑 ： 櫛波状

頸
斎

： 栖i 睾状文 \ 3 辿止め） 口 結 ： 櫛波状
3 
： 櫛 波

状 文 ( I:: → 下）

状胴ロ 替文
：櫛2： 面波(状下

と

文
→
り

上
（

頸 ）
卜 →

： 櫛
下

直
）

線 文 →
口織 ： 伽波

頸文
胴
3： 櫛

櫛
(簾
下波

状

状
→

文
上
文

( 2 連止め） → 口 縁 ： 櫛波
状

: )  ( I- → 下 ）

箆磨き•赤彩

箆磨き •赤彩

箆磨き ・赤彩 底部：箆削 り

箆磨き•赤彩

箆磨き ・ 赤彩

箆磨き・赤彩

ナデ

ハケ→ ナデ

底
ケ
口 部縁

苓升
：：

多
ハ ケ → ナ

成
デ

後
開
、

I ・ ハ ケ
平 底 上 形 丸底化 を 意 識 し て ハ

表 1 6 B 区 出 土土 器観察 表 1 4
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内 面
備 考

ハケ→ナデ

J
口

J
•同

縁
赤
：

彩
ナ

：箆
デ

靡き

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

箆磨き•赤彩

箆磨き ・赤彩

ハケ→ナデ

ナデ

磨
胴口織

き： o 
ノ： ナ デ

ヽ ケ → 箆
r ナデ

ハケ→ 箆磨き

ハケ→ 箆磨き

ハケ→ ナデ

箆磨き

箆磨き

ハケ→ 箆磨き

口• 赤縁 彩： 箆 磨 き

肺J : , ヽ ケ
ハケ→ナデ

箆磨き • 赤彩

箆磨き•赤彩

ハケ→箆磨き

箆磨き

ハケ→箆磨き

ハケ→箆磨き

箆磨き

箆磨き

箆磨き • 赤彩

赤胴杯I
彩：: 箆
ナ

靡
デ

き

箆磨き•赤彩

箆磨き •赤彩

ハケ

／ ヽ ケ

ナデ

ハケ→箆磨き

ロ結 ＇ ハケ→ナテ’

胴 箆平滑化→ナデ



No. 器種 法最 (cm) 遺存度 色調 胎 土 成形 ・ 調整 ・ 文様 備考ロ 径 底径 器高 外 面 内 面

469 甕 12. 2 1/10  AB ゜ ナ デ ロ 縁 ： ナ デ 布留胴 ： 箆削 り

470 甕 11 .  4 1 /4 AB ゜ ロ 縁 ： ナ デ 胴 ： ハ ケ 口 紺ey( : ナ デ
胴 ： ナ デ

471 甕 7. 6 1/10  A ナ デ 箆磨 き

472 甕 B ゜ 凹 線文 ナ デ

473 甕 B ゜ 凹 線文 ナ デ

474 甕 23. 5 1 /6 B ハ ケ → ナ デ ナ デ

475 甕 1 7. 6 1/3 C ロ 縁 ： ハ ケ → ナ デ 胴 ． ハ ケ 胴
ナ
口 緑

デ
： 箆： ナ肖iJデり → 

476 甕 18. 8 1/6 C ハ ケ → ナ デ ナ デ

477 甕 14.  9 1 /3 D ナ デ ナ デ

478 甕 1 5. 6 1/3 D ナ デ ナ デ

479 鉢 13. 5 1/3 C 箆磨 き 箆磨 き

480 鉢 14. 5 2, 8 5. 8 2/3 C 口 縁 ： ナ デ→箆磨 き 胴 ： 箆削 り →箆磨 き 箆磨 き

481 坪 16, 2 1/4 C 箆磨 き 箆磨 き

482 高坪 12. 0 1/3 C 箆磨 き 円 形透か し 孔 3 ナ デ

483 蓋 14.  2 1/6 B ゜ 箆磨 き • 赤彩 箆刻み 、 2 ケ ー対の 緊縛孔 箆磨 き • 赤彩

表 1 7 B 区 出 土土器観察表15
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図100 中俣遺跡出土の石器⑤ (42-48は 1 : 3 、 49-51は 1 : 1 )  
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出 土 地 点 分 類 器 種 石 材 備 考 図版番号
S B 53 I 1 打製石鏃 チ ャ ー ト 有茎 ． 欠損 1 
3 区検 出 面 I 1 打製石鏃 茎部欠損 270 2 
5 区検 出 面 I 2 a 磨製石鏃 ？ 有孔 · 欠損 3 
5 区検 出 面 I 2 a 磨製石鏃 ？ 有孔 • 欠損 4 
S B 38 I 2 a 磨製石鏃 ？ 有孔 • 欠損 5 
S B 04 I 2 b 磨製石鏃 欠損 63 6 
5 区検出面 l 2 b 磨製石鏃 ？ 7 
S B 33 [ 2 C 磨製石鏃 未整品 299 8 
S B 25 r 3 磨 製石鏃未 234 ， 

S B 3 1  I 4 磨 製石鏃未 安 1 1 1 岩 236 10 
5 区 I 4 磨製石鏃未 安山岩 磨痕 8 1 1  
S K l4 1 12 楔 型 石 器 け い 頁 岩 1 2  
S B27 1 1 2 楔 型 石 器 け い し つ 頁 13 
S B 04 I 5 石錐 安 山 岩 4 7  1 4  
S BOS I 5 石錐 安山岩 98 1 5  
検 出 面 I 7 光沢痕剥片 III 8 16  
S K 48 I 7 光沢痕剥片 278 1 7  
S B 32 I 7 光沢痕剥 片 237 18 
検 出 面 I 7 光沢痕剥 片 Ill lO  19 
S B 14 I 7 光沢痕剥片 104 20 
S BO?  I 7 光沢痕剥 片 21  
S B49 I 7 光沢痕剥 片 320 22 
S B OS I 7 光沢痕剥 片 3 1  23 
S B 3 1  I 7 光沢痕剥 片 236 24 
検 出 面 I 7 光沢痕剥 片 Ill 8 25 
S B 14 I 7 光沢痕剥 片 104 26 
2 区検 出 面 1 1 0 b 屈 平 両 刃 半分欠損 27 
3 区検 出 面 1 10 b 扁 平 両 刃 ？ 再利用 231 28 
検 出 面 I 7 扁 平 片 刃 ？ 29 
S B l8 I IO a 扁 平 片 刃 ？ 円礫使用 188 30 
S D 14 I 10 a 扁平 片 刃 ？ 296 31  
S B42 I 6 磨製石包丁 ？ 欠損 32 
S B 08 I 6 磨製石包丁 ？ 欠損 33 
1 区検 出 面 I 8 磨製石剣 ？ 欠損 1 3  34 
S K46 I 9 石剣 未製品 ？ 248 35 
1 区検 出 面 1 1 1 研磨剥 片 ？ 調整加工有 り 93 36 
S D 15 1 1 1 研磨剥 片 安 1 1 」 岩 283 37 
S K l5 I 1 1  研磨剥片 安 I l l 岩 [I[次 38 
S B l l  1 1 1 研磨泉lj 片 安l l. J岩 ． 187 39 
S B 36 1 1 1 研磨剥 片 安 山 岩 調整加工有 り 40 
S B 14 1 1 1 研磨刹片 安 I i 」 岩 104 41 
2 区検 出 面 1 16 打製石 斧 ？ 安 I I J 岩 1 19 42 
S B04 I 10 a 扁 平 片 刃 局部磨製 石 斧 63 43 
S B40 I 1 5  a re fl 44 
S B04 I 14  u fl . re f l  安山岩 63 45 
S B07 I 1 5  a re fl 安山岩 162 46 
S K 37 I 1 4  u fl . re fl 安 山 岩 1 3 1  4 7  
S B 38 l 1 4  u f l  . re . fl 安 1 1 1 岩 290 48 
S B 18 Ill 2 敲石 維緑岩 研磨痕 有 り 313 ? 52 
S B 36 Ill 2 敲石 輝緑岩 欠損 260 ? 53 
S B 32 lJl 2 敲石 雄緑岩 欠損 ・ 焼 け 跡 有 り ？ 54 
S B 36 m 2 敲石 蝉緑岩 欠損 260 55 
S B 40 llJ 4 a 石 槌 輝緑岩 56 
5 区 In 4 a  石槌 輝緑岩 欠損 · 赤 色顔料 57 
S B 46 lll 4 a 石槌 輝緑岩 赤 色顔料 58 
2 区検出面 I l l  4 b 石槌 安 i i 」 岩 ？ 59 
S D l3 1 13 環状 石 斧 未 雄緑岩 未 製 品 1 55 60 
S B51  l I I  1 a 1 敲石 ？ 6 1  
S B 07 lll 1 a 1 敲石 安 i i 」 岩 62 

. 5 区 III 1 a 1 敲石 安 i i 」 岩 僅か な ツ プ レ 痕 65 
S B 36 m 1 a 2 敲石 安 I f 」 岩 稜上に敲打痕 有 り ？ 66 
S B i l  lII 1 a 1 敲石 安 i i 」 岩 扁 平 な 礫 67 
S B 56 III 1 a 1 敲石 安 I l l 岩 68 
S D O l  li l 3 e 砥石 砂岩 69 
5 区検 出 面 l l l  3 e 砥石 砂岩 欠損 70 
3 区検 出 面 Ill 3 d  砥石 ？ 欠損 71 
5 区 Ill 3 d  砥石 ？ 欠損 72 
S K l5 Ill 3 a  砥石 ？ 線 刻 • 有 溝 73 
5 区検 出 面 Ill 3 a  砥石 ？ 欠損 74 
5 区 Ill 3 a  砥石 ？ 線刻 · 欠損 75 
S B 4 1  Ill 3 c 砥石 砂岩 ？ 欠損 ・ 焼 け 跡 有 り 77 
S 8 20 III 3 c 砥石 砂岩 ？ 線 刻 ・ 欠損 78 
S B 4 1  I l l  6 大形砥石 砂岩 316 79 
S B 3 1  III 5 台 石 287 80 
S K 30 勾 玉 49 
S K 04 管玉 50 
S B 20 指輪状石製品 51 

表18 出 土石器観察表
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第 4 章 遺 物 各 説

l 土器

I 期の 土器

壷形土器 口 縁部形態か ら は 大 き く 単純 口 縁の も の と 受け 口 状 口 縁の も の に 二分 さ れ る が、 単純 口 縁の も の は

ロ 縁部がハの字状 に 長 〈 大 き く 外反 し て 終 わ る も の (81 · 92 · 150 な ど） 、 細 い 頸部か ら く の字状に 短 く 外反 し て

終わ る も の (421 ) 、 太 い 頸部か ら 短 く 外反 し て 終わ る も の ( 143 · 144) に 分類 で き る 。 ま た 受け 口 状 口 縁の も の

は 、 口 縁部 が明 確 な 稜 を な し て 立 ち 上 が る も の (20 · 60) と 、 内 彎 ぎ み に 立 ち 上が る も の ( 126 · 161 · 427) か

存在す る 。 胴 部形 態 は 胴下 半 に 最大径 を 有 し 、 胴 上半 は 長 め の 頸部 か ら 内 ぞ り ぎ み に 最大径部分へ と 移行す る こ

の 時期の典型的 な 形 態 の も の が主体 を 占 め る が、 (421) の よ う に 条痕文系壷形土器の伝統 を 残す も の も 残存 し て

い る 。 ま た ( 144) は 頸部 内 面 に 把手状 の 突起 を 付け る も の で 、 初 め て 確認 さ れ た 器種 で あ る 。 ( 145 · 430) と

い っ た 小型 品 も 存在す る 。

口 唇部文様は 縄文か施文 さ れ る も の や 山 形 突起 を 付け る も の か主体 を 占 め、 (91) の よ う に 箆 に よ る 刻 み を 施

す も の は例外的 であ る 。 口 縁部文様は受け 口 状 口 縁の も の に 限 ら れ る が、 縄文 を 地文 と し て 箆描 山 形文 を 施す も

の (60 · 161 ) 、 箆描重 山 形 文 と 円 形浮文 を 施す も の (20) が認め ら れ る 。 ま た (20) は 口 縁部直下 に 二孔一対の

緊縛孔が穿孔 さ れ て い る 。 頸部文様は a 類 縄文 と 箆描文 で構成 さ れ る も の 、 b 類 箆描文のみ で構成 さ れ る

も の 、 C 類 櫛描文 と 箆描文で構成 さ れ る も の 、 d 類 箆描文 ・ 櫛描文 • 縄文で構成 さ れ る も のが認め ら れ る が、

主体は a · b 類 で櫛描文が加 わ る も の は 少 な い。 a 類 は さ ら に 1 類 縄文帯 の上端 を 直線文で区画す る も の

( 148 · 150) 、 2 類 縄文 を 地文 と し て 複数の直線文 を 施文 す る も の (25 · 57 · 429) 、 3 類 縄文 を 地文 と し て

複数の 直線文 を 施文 し 、 下 端 を 山 形文 で画す る も の (21 · 96 · 1 1 2 · 15 1 ) に 分類 さ れ る 。 b 類 は さ ら に 1 類 直

線文の み を 施文す る も の (81 · 97 · 421 ) 、 2 類 直線文 と 山 形文 を 施文す る も の (91) 、 3 類 山形文の み を 施

文す る も の (93) に 分類 さ れ る 。 C 類 は 櫛描直線文 も し く は 波状文施文後 に 箆描 山 形文 を 施文す も の (28 · 432) 、

d 類 は 箆描直線文 に よ っ て 区 画 し た 文様帯 内 に 、 縄文 と 簾状文 を 充填す る も の (164) が認め ら れ る 。 胴部の文

様構成 は 大 き く a 類 頸部か ら 胴下半 ま で文様が施文 さ れ る も の 、 b 類 頸部か ら 胴 中 位付近 まで無文の ま ま

残 さ れ、 胴 中位か ら 下半 に 文様が施文 さ れ る も の 、 C 類 頸部以下無文の も の に 分類 で き る 。 a 類は 懸垂文が施

文 さ れ る も の であ る 。 懸垂文 に は 櫛描直線文 を 箆連続刺 突 で区画す る も の (28 · 92) 、 櫛描波状文 を 箆連続剌

突 で区画す る も の ( 137) 、 櫛描直線文 を 箆描沈線 で区画す る も の (30 · 95) が存在 し 、 ま た 櫛描直線文上に 箆描

山 形文 を 施文す る も の ( 154) も 存在す る 。 (421 · 430) な ど に 認め ら れ る 縦方 向 の 箆描 山 形文 も 懸垂文 と 同様の

範疇で理解で き よ う 。 a 類 の 胴部下半の文様は 、 箆描重山 形文が描か れ る 場合が 多 い 。 回 転運動 を 利 用 し な い で

描 く 懸垂文 は 、 同 じ く 回 転運動 を 利 用 し な い で描 〈 重 山 形文 と 結び付 く 割合が高 い も の と い え よ う か。 重 山 形文

に は 波状文 を 充埴す る も の (28) 、 櫛描直線文 を 充填す る も の ( 154) と 箆描 の み の も の (137) が認め ら れ る 。

b 類に は確実 な も の と し て (29 · 99) が存在す る 。 b 類 は 栗林式期の 古段階 に 盛行す る 多段帯状化 し た 文様帯の

退化形態であ る 可能性が高 く 、 胴下半の文様は 箆描連弧文 が 多用 さ れ る よ う であ る 。 今回 の調査 では こ の ほ か に

矢 印 状 の 記号 を 施す例が確認 さ れ て い る ( 151 · 423) 。 と も に 肩 部 か ら 胴上半に か け て 施 さ れ、 箆描であ る 。 こ

の 「矢印」 記号は 農耕祭祀 と 密接 な 関係 を 持つ 可能性が指摘 さ れ て い る が、 善光寺平 での検出例 は こ れが初め て

で あ り 注 目 さ れ よ う 。

甕形土器 大型 ・ 中 型 ・ 小 型 の 3 器種が存在す る 。 口 縁部 形態 は 単純 口 縁の も の と 受け 口 状 口 縁の も のが存在
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す る が単純 口 縁が主体 を 占 め る 。 単 純 口 縁の も の は 頚部 よ り 「 く の字」 状 に 短 く 屈 曲 し て 終 る 形態が主流 と な る

が、 屈 曲 の度合いが小 さ く 頸部か ら 短 く 緩や か に 外反 し て 終 る a 類 ( 105 · 106 · 12 1 · 157) と 、 屈 曲 の度合い が

大 き く 頸部か ら 短 〈 「 く の字」 状 に 外反 し て 終 る b 類 (38 · 66 · 68 · 103) と に 分類 し う る 。 a 類 は 栗林式 の 中

で も 比較的古 い 時 期 に 盛行す る も の であ り 、 ま た b 類は新 し い 時期 に 出現す る も の であ る 。 b 類の 中 で も (38)

の よ う な 内面 に 稜 を な し て 鋭 く 屈 曲 す る 形態の存在 を 考 え る と き 、 a 類 か ら b 類への時間 的変化 を 想定す る よ り

も a 類 を 在地的 な伝統 を 残す も の 、 b 類 を 他地域か ら の影響の も と に 新 た に 出 現 し て く る 器種 と し て 系統差の も

と に 理解 し う る 可能性 も 考 え ら れ る 。 胴部形態 は 、 胴部最大径 を 中 位 に 持 ち 胴部径が 口 径 を 上回 る も の と 、 胴部

最大径 を 中 ～ 上位に持ち 口 径 と 胴部径がほ ぼ等 し い かやや上 回 る も の に 分類 で き る が、 前 者 は a 類 口 縁の も の に 、

後者は b 類 口 縁の も の に 多 い傾 向 が認め ら れ る 。

口 唇部文様は 縄文が施文 さ れ る の み の も の が主体 を 占 め る 。 口 唇部 に 縄文、 口 縁部 に 櫛状工具に よ る 刺 突 を 行

う も の ( 157) 、 口 唇部に 縄文施文後指頭に よ る 押 捺 を な す も の (425) 、 箆状工具に よ る 刻 み を 施す も の (37 · 12

7) な ど も 存在す る が こ れ ら は 例 外的 な 存 在 で し か な い 。 口 縁部文様 は 受 け 口 状 口 縁の も の に 認め ら れ る が縄文

地文上に 箆描 山形文 を 施す も の (67) や、 箆描山 形文のみ施文す る も の (65) が存在す る 。 単 純 口 縁の も の は ロ

縁部 は 基 本的 に 無文 で あ る 。 頸部文様 に は 櫛描 直線文 (68 · 425) ・ 櫛 描波状文 (18 · 19 · 36 · 104 · 105) · 櫛描

簾状文 (127) が認め ら れ る が、 櫛描簾状文は 例 外的 な 存在 で し か な い。 胴部文様 は 櫛 描文 系 と 箆描文 系 に 分 類

でき る が、 主体 を 占 め る の は 櫛描文系 で あ る 。 櫛描文系 に は 縦羽状文 ( 18 · 36 · 68 · 104 · 1 27) ・ 単斜 条 痕 (38

· 66) · 波状文 ( 103) ・ 区画波状文 ( 156 · 157) · 横羽状文 (12 1 · 424) が認め ら れ る が主体 を な す の は 縦羽状文

で、 横羽状文は 2 点 の み であ る 。 ま た 区画波状文は 、 直線文に よ っ て 区 画 し た 後 に 波状文 を 充填す る ( 157) と 、

波状文 を 施文 し た 後 に 直線文に よ っ て 区 画す る ( 156) も の が認め ら れ る 。 頸部に 波状文 を 施文す る の み で胴部

文様 は施文 し な い (37 · 106) の よ う な例 も 存在す る 。 胴部文様は 櫛描横羽状文が基本的 に 消滅 し て 櫛描縦羽状

文が文様の主体 と な り 、 頸部文様 は 未だ簾状文が盛行 し な い点本遺跡出 土資料の特徴 と と ら え ら れ よ う 。 箆描文

系 と し て は (67) が存在す る 。 形態 ・ 文様構成の面か ら は 広 口 壷 と も と ら え ら れ る が、 内 面 は ハ ケ 整形 後箆磨 き

さ れ て お り 、 こ こ では 一 応甕 と と ら え て お く 。 胴 中位に 山 形文 と 直線文 を 交互 に 施文 し 、 胴下半は 3 本の 連弧文

を描 き 壷に 見 ら れ る 文様構成 と 基本 的 に は 一致す る 。

台付甕形土器 大 型 品 と 小型 品 が存在す る が、 先ず 口 縁部形態か ら は A 類 単 純 口 縁の も の (69 - 71 な ど）

B 類 受け 口 状 口 縁の も の ( l lO · l l2 · 108 な ど） の 二つ に 分類 で き る 。 A 類 は さ ら に 「 く の 字」 状 に 緩や か に

屈曲す る も の (69 · 70 な ど ） と 「 く の字」 状 に 短 く 強 く 屈 曲 す る も の ( 76) が存在す る 。 B 類は 受 け 口 部が比較

的明確な 稜 を 形成す る も の ( 108 · l l2) と 受け 口 部 が 内 彎 し て 立 ち 上が る も の ( l lO) が存在す る 。 胴部形態は

最大径 を 胴 中位 ～ 上位 に 有 し 、 球形 に 近 い 形 態 を 呈す る も の と 、 最 大径 を 口 縁部に 有 し 胴 部 は 頸部か ら 直線的に

集約 し て 終 る 形態 が存在す る が、 こ れ ら は 口 縁部形態A · B 類 と も に 認め ら れ る 。 脚部形 態 は 比較的直線的 に 外

開 し やや大型 の も の (69 - 71 ) と 、 器高が低 〈 器壁 も 厚 い 鈍重 な 感 じ の も の (76) が認め ら れ、 前者か ら 後者へ

の時間的推移が想定 さ れ る 。

口 唇部文様は 縄文が施文 さ れ る も の と 無文の も のが存在 す る が、 刻 み が な さ れ る も の は 存在 し な い。 胴部文様

は 基本的に 櫛描文系 と 箆描文系 に 二分で き る 。 櫛描文系に は 縦羽状文 (69 · 71 ) ・ コ の字重ね文 ( l l l · l l2) · 波

状文 (39 · 88) が、 箆描文系 に は コ の字重ね文 (70 · 108) · 山 形文 ( 107) が認め ら れ る 。 ( l l l · l l2) の 櫛描 コ

の字重ね文 は 箆描 コ の 字重ね文か ら の推移が、 ま た ( l lO) の櫛描粗大波状文は 櫛描縦羽状文か ら の推移が想定

さ れ る が、 供伴資料の様相 か ら は 大 き な 時間 差 は 想定 し え ず 、 あ る い は 系統 を 異に す る も の と 理解 し た は う が よ

い か も し れ な い。
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蓋形土器 貯蔵用 と 煮沸 用 の 二者が認め ら れ る 。 壷用 ( 437 · 438) は 、 内 外面 と も に 赤 彩 さ れ端部付近 に 二孔
一 対の 緊縛孔が穿孔 さ れ る 。 やや器高 の 高 い (438) と 偏平 な (437) の二者が認め ら れ る 。 お そ ら 〈 無頸壷 と

セ ッ ト に な っ て使用 さ れ た も の と 考 え ら れ る 。

甕用 は a 類 器高が高 く 笠形 を 呈す る も の (73 · 89 · 1 15) 、 b 類 器 高 ・ ロ 径 と も に 小 さ 〈 偏平 な も の (49 ·

78 · 1 16) が存在す る 。 と も に 頂部 に 明 瞭 な つ ま み を 作 り 出 す の が特長 で、 ま た い ず れ も つ ま み部 中 央は 凹 む。

甑形土器 大 型 ( 152) · 中 型 ( 1 1 7) · 小型 ( 136) が存在す る 。 い ず れ も 底部か ら やや 内 彎 ぎ み に 立 ち 上がる

形態 を 取 り 、 底 部 に は 焼成 前 の 穿 孔 が一 孔 な さ れ る 。 ( 152 · 1 1 7) の 内 部 に は 灰 白 色 の 付着物が認め ら れ る 。

( 136) は 内 外面 と も に 赤彩 さ れ る も の で、 他 と は 機能上の差異が想定 さ れ る 。

高坪形土器 a 類 坪部が内彎 ぎ み に 立 ち 上 が る 形 態 の も の (54 · 435) · b 類 坪部が中位で屈 曲 し て 立 ち 上

が り 、 口 縁は 水平 口 縁 を な す も の (87) · C 類 坪部が断面逆三角 形状 を な し 脚 部は低 く 大 き 〈 広が る も の ( 15

9) の 三者 が認め ら れ る 。 b 類 と し た (87) は 水平 口 縁 を な す が連続的 に 山 形 突起が付 さ れ 、 ま た 坪部形態 も 中

位でい っ た ん 屈 曲す る な ど 中 期 の 資料 と し て は やや特異 な も の であ る 。 今 回 の調査 では こ の ほ か に 水平 口 縁 を 有

す る 高坪 は 検出 さ れて い な い。 C 類 と し た ( 159) は 脚部 ま で残存す る 唯一 の 例 であ る 。 脚部に は 二孔一対の 緊

縛孔か穿孔 さ れ、 ま た 脚 内 面 ま で赤彩 さ れ る 特異 な も の で あ る 。 脚部 では他に 坪部 と 脚部の接合部外面 に 断面三

角 形の粘土帯 を 貼 り つ け る ( 158) が存在 す る 。

杯形土器 口 縁部 形態 の 違 い か ら a 類 水平 口 縁 を 呈す る も の . b 類 単純 口 縁 を 呈す る も の と に 分類 で き

る 。 水平 口 縁 を 呈 す る a 類 は 大 型 (62 · 1 20) と 中 型 (85) が存在す る 。 と も に 内 外面 と も 赤彩 さ れ 、 ま た 口 縁

屈 曲部下 に 二孔一対の 緊縛孔 を 穿孔 し た り 、 口 唇部 に 山 形 突起 を 付す例 が 多 い。 単純 口 縁の b 類は大型 ( 1 19) ·

中 型 ( 152) · 小型 ( 1 18) が存在す る 。 基本的 に は 底部 よ り 内 彎 ぎ み に 立 ち 上 が る 形態 を 取 る が、 (439) の よ う

に 直線的 に 外反 し て 終 る 小型 品 も 存在 す る 。 口 縁部 に 二孔一対の 緊縛孔 を 有す る も の が 多 く 、 ま た ( 1 18) の よ

う に 楕 円 形 の粘土 を 貼 り つ け る も の も 存在す る 。 い ず れ も 内 外面 と も に 赤彩 さ れ る 。

片 口 形土器 大 型 (72) と 小型 (77) が存在す る 。 ( 72) は 口 縁部 に 縄文施文後 2 本の 箆描 山 形文 を 施文 し 、

文様帯 以 外 は 赤彩 さ れ る 。 ま た 片 口 部の 反対側 に 二孔一対の 緊縛孔 を 有 し 、 内面 も 赤彩 さ れ る 。

こ れ ら I 期 の 土器群は 、 57号 土堀 出 土資料がやや 時 間 的 に 先行す る 可能性が高 い か 、 そ の他の も の に つ い て は

大 き な 時期差は 認め ら れず 、 栗林式土器の 後半段階 に 位置 付け る こ と が可能であ ろ う 。

2 III期の土器

13号溝址 出 土土器に つ い て

前 章 で も 述べ た ご と く 、 本溝址は 3 - 5 区 に 展開す る 集 落 の 南 端 を 区画す る 溝址 であ る 可能性が高 〈 、 出土土

器の様相か ら II 期 に 掘 削 さ れ III期初頭に 大量の 土器群が投棄 さ れ 、 溝 と し て の機能 を 失 っ た も の と 考 え ら れ る 。

狡土 中 層 を 中 心 と し て 在地の箱清水式 系 の 土器 と 外 来 系 土器が混在す る 状況 で 出 土 し て い る 。

在地の箱清水式 系の土器 と し て は 壷 (277- 279 · 284) ・ 甕 (304 - 32 1 ) · 高坪 (336 · 338 - 342 · 345 · 347 - 34

9) が存在す る 。 壷 は い ず れ も 小型 品 で他に 類例 は な い が、 頸部文様 を 欠 く も の (277 · 278) や器形の 崩 れ 、 内

面 箆削 り の 技法の 導 入 ( 277) 等新 し い特徴 を 備 え た も の と い え よ う 。

甕 は 文様の面か ら す れ ば 、 箱清水式の伝統 を 保つ も の と 、 形骸 化 し た 伝統 を 残存 さ せ る の み の も の と に 分け て

考 え る こ と がで き る 。 前 者 は 頸部簾状文 を 最初 に 施文 し た 後 に 、 口 縁部 は 下 か ら 上の順に 、 胴部は上か ら 下の順

に 波状文 を 施文す る も の で (304 · 307 · 312 ) が存在す る 。 後 者 は こ の 施文規範が崩壊 し た も の で、 口 縁部か ら

胴部に 波状文 を 施文 し た 後 に 頸部簾状文 を 施文す る も の (311 · 313) や頸部簾状文 を 欠 く も の (305) な ど か存
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在す る 。 (305 · 308) な ど は 口 縁部 に 面取 り を 施す が北陸方面か ら の影響の可能性 も 考 え ら れ よ う 。

整形は基本的に 外面胴下半 と 内面 全体に て い ね い な 箆磨 き を 行 う が、 (305) の よ う に 内 面 に 軽 い 箆削 り を 行 う

も の も 認め ら れ る 。 (314) は 、 お そ ら く 内 外面 と も 箆磨 き さ れ る の み で文様 は 施文 さ れず 、 頸部の屈 曲 も 著 し く

な る な ど 、 箱清水式系土器の最終末の も の と と ら え ら れ よ う 。

高坪に は 、 杯部が底部 よ り 内 彎 し つつ 立 ち 上が っ て 終 る も の (336 · 338 · 340 · 341 ) と 、 杯 部 中 位 で屈 曲 し た

後に 口 縁部が外反 し て 終わ る も の (339 · 342) が存在す る 。 前 者の 中 で も (336) は ほ ぼ完形 品 で、 脚 部 に は 三

角 形透か し 孔 を 4 孔 も つ。 類例 は 少 な 〈 、 こ の 時 期 に な っ て 他地域の影響下 に 新た に 出現 し て く る 器種 で あ る 可

能性 も 高 い。 同様の形態 と し て は 牟礼パ イ パ ス A 地点遺跡 l 号 ・ 2 号住居址出 土資料があ る が、 脚部が大 き 〈 発

達 し て い る 点や、 箆磨 き • 赤彩 さ れ る 点 な ど 本 資料の ほ う が時間的に 先行す る 可能性が高 い 。

外来系 の土器に は 、 壷 ・ ヒ サ ゴ壷 · 甕 • 高杯 ・ 器 台 ・ 蓋等が存在す る 。 ヒ サ ゴ壷 （ 内 彎長頸壷） (274 - 276) 

は 、 い ず れ も やや短頸で、 体部が 口 頸部に 比べ て 著 し く 大 き い 形態 を 呈す る 。 胴部は 最大頸部位 を 低位に も ち 完

全な下ぶ く れ状 を 呈 し 、 丸 底 で小 さ く 底部が凹 む独特 な 形状 を 呈す る 。 ま た 外面調整は 基 本 的 に 縦 方 向 の 箆磨 き

で仕上げ ら れ る 。 こ れ ら の特徴は い ず れ も 尾張の廻間 II 式期の様相 と 一致す る も の と と ら え ら れ る 。

甕に は平底甕 と 台 付甕があ る 。 平底甕 で全形 を う か が え る も の と し て は (286 · 292) が存在す る 。 共 に やや 突

出 す る 底部 を も つ点特徴的 で あ る 。 台 付甕 で は (288 · 289 · 298 - 302 · 322 - 329) があ る 。 (288 · 289) は 同 一

個体 と 考 え ら れ る が近江 も し く は 濃尾平野に そ の 系譜が求め ら れ よ う 。 ( 330) は 別個体であ る がやは り 同様の ロ

縁部破片 であ る 。 (298 - 300) な ど は 濃尾平野の く の字状 口 縁台 付甕 と の 関 連が予想 さ れ よ う 。

高杯に は (334 · 335 · 337) が あ る 。 (334) は 坪部が有段 と な る 比較 的 大 型 の 高 坪 で、 坪 部内 面 に 明 確 な 斜面

を も ち 、 ま た 脚部は微妙では あ る が内彎脚 を 呈す る 点 よ り す れ ば 、 廻間 II 式期の範囲 内 で理解す る こ と が可能で

あ ろ う か。 (335) は 小 型 の 有稜高杯 であ る が 、 布留 1 式併行期 と 推定 さ れ る 更埴市灰塚H l 号住居址 出 土資料 と

比較す る な ら ば 、 坪部屈 曲部の稜が明 瞭 で杯部形態 も 内彎傾向 を 示す 点 、 時期的に さ か の ぼ る 特徴 と 考 え ら れ よ

つ 。

以上の点 よ り すれ ば本溝址 出 土 資料の時間的位置 は 、 濃尾平野の廻間 II 式 、 尾張の元屋敷 （古） 段階 、 畿 内 の

纏向 3 式 、 北陸の 白 江式に 大 ま か に 併行す る も の と と ら え る こ と がで き よ う 。 た だ し 出 土状況等か ら は 明 確 な 一

括性は 保証 し え ず 、 詳細 は 将 来的 な検討に 委ね た い 。
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2 石器

中 俣遺 跡 よ り 出 土 し た 石 器 ま た は 未整 品 は 234点、 石 核 1 1 点 、 剥 片 多 数 で あ る 。 そ の 多 く は 出 土 し た 土器か ら

み て 、 殆 ど が弥生時代の も の であ る 。 こ れ ら の う ち 、 石 器 及 未整 品 に つ い て分類 し 、 以下に そ れ を 示す。 剥 片 を

素 材 と し た も の を I 群、 礫 を 素 材 と し た も の の う ち剥 片剥離調整加工が施 さ れ て い る も の を II 群、 礫 を 素材 と し

た も の の う ち 研磨 及 び敲打に よ る 加工 を 施 し た も の を III群 と し た 。

I 群

I 1 群 （ 図96- 1 · 2 ) 剥 片 を 素 材 と し 、 剥 片剥離調整加 工 に よ り 、 尖端 と 逆刺 と 茎部 を 明 瞭 に 作 り 出 し て

い る も の。 有茎の 打製石鏃 で あ る 。 2 点 出土。 2 点 と も 茎部 を 欠損 し て い る 。

I 2 群 （ 図96- 3 - 8 )  剥 片 を 素材 と し 、 全 面 が研磨 さ れ 、 尖端 と 逆刺 が作 り 出 さ れ て い る も の。 磨製石鏃

であ る 。 6 点 出 土。 こ れ ら の う ち 、 有孔の も の を a 類、 無孔の も の を b 類 、 穿孔途 中 の も の を C 類 と す る 。

I 3 群 （ 図96- 9 )  剥 片 を 素材 と し 、 平 面 形 は 長 方 形、 厚 さ は 5 mm程度 と 非常 に 薄 く 、 表裏両面 と 側 面が研

磨 さ れ て い る が、 研磨 は 全体に は 及 ばず剥離面が残 さ れ て い る も の。 研磨面 は 線状痕が明 瞭に 見 ら れ る 。 1 点 出

土。

I 4 群 （ 図 96- 10 · 1 1 ) 剥 片 を 素 材 と し 、 剥 片剥離調整加工 を 全面 に 施 し 、 平 面 形 は 長 方 形 、 厚 さ 5 mm程度

と 非常 に 薄 い も の。 6 点 出 土。 1 1 は 端部 に 研磨痕が認め ら れ る 。

I 5 群 （ 図 97- 14 · 15) 尖端部 を 作 り 出 し 、 そ の尖端部 に 摩耗痕が認め ら れ る も の。 石錐であ る 。 2 点 出 土。

I 6 群 （ 図 99- 32 · 33) 全面が研磨 さ れ、 一 側 辺 に 鋭利 な 刃 部 を 作 り 出 し 、 刃 部の 対辺 側 に 穿孔があ る も の。

磨 製石庖丁 であ る 。 4 点 出 土。 32 は 両 刃 、 33 は 片 刃 であ る 。 4 点 と も 欠 損 し て お り 原 形 は 不 明 であ る 。

I 7 群 （ 図97 · 98- 1 6 - 26) 剥 片 の 周 辺部 に 光沢痕 を も つ も の で、 形状 は 不定形で大 き さ も 一定では な い。 1

2点 出 土。 2 1 · 25は 剥 片剥離調整加工が施 さ れ て お り 、 26は 剥 片剥離調 整加 工 及 び研磨が施 さ れ て い る 。 他の も

の は 剥片 を そ の ま ま 使用 し た も の であ る 。

I 8 群 （ 図99 - 34 ) 全面 を 研磨 し た 剣 形 の石器 と 思 わ れ る も の。 石 剣 であ る 。 1 点 出 土。 先端部 の み の 欠 損

品。

I 9 群 （ 図99- 35) 偏 平 な剥 片 を 素材 と し 、 剥 片剥離痕 と 研磨痕が認め ら れ る 剣 形 の 石器。 1 点 出 土。 剥 片

剥離調整加工 を 行 っ た 後、 研磨 を 行 っ て い る こ と が観察 さ れ る 。 研磨 さ れ た 部分に は 、 線状痕が明 瞭に 見 ら れ る 。

8 群 （石剣） の 未整 品 と 考 え ら れ る 。

I . 10群（ 図 98- 27- 31· 図 100-43)全面 ま た は 一部 が研磨 さ れ 、 研磨 に よ り ー側 縁部 に 鋭利 な 刃 部 を 作 り 出 し た 偏

平 な 斧形の石器。 8 点 出 土。 片 刃 の も の を a 類、 両 刃 の も の を b 類 を す る 。 28は 刃 部が潰れ て お り 、 欠 損部 は 欠

損 後 に 敲打 ら れ て い る 。 43は 刃 部が丁寧 に 磨か れ て お り 、 表裏面 と 側縁部 に 僅か な研磨痕が認め ら れ る の み で全

面 に は研磨が及ん で い な い 。

1 1 1群 （ 図99 - 36 - 41 ) 剥 片 の一部 に 研磨痕が認め ら れ る も の で、 形状は不定形 で大 き さ も 一定では な い。 1

2点 出 土。 調整加工が あ る も の を a 類、 調整加工が な い も の を b 類 と す る 。 36 は 側 縁部両 面 に 研磨が認め ら れ、

剥 片剥離調整加工 と 研磨 の 前 後 関 係 は 不 明 であ る 。 38 は 表 面部 と エ ッ ジ に 研磨痕か認め ら れ る 。 40は 側 縁部に敲

打に よ る ツ ブ レ が認め ら れ、 ま た 、 研磨は 剥 片剥離調整加工の あ と であ る こ と が観察 さ れ る 。

I 12群 （ 図 96 - 12 - 13) 対峙す る 辺 に 剥 離痕があ り 、 両極打法に よ る 剥離が認め ら れ る 剥 片。 契形石器であ

る 。 15点 出 土。 形状 と 大 き さ は 一定 し て い な い。

I 13群 （ 図 101- 60) 分厚 い 剥 片 の 全周 に 剥 片剥離調整加 工 を 施 し 、 平 面 形状 を 円 形 に 整 え て い る も の。 片 面

の 中 心部に 敲打 に よ る 凹 み が認め ら れ る 。 1 点 出 土。 形状か ら 環状石斧 の 未製 品 と 考 え ら れ る 。
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1 14群 （ 図1 00- 45) 厚 さ 1 cm前 後 の 大 形 の剥 片 を 使用 し 、 形状 を 大 き く 変 え る こ と な く 、 剥 片 の鋭利 な 側 縁

に 使用 ま た は 調整加工に よ る 5 mm 以下の小 さ な剥離痕が認 め ら れ る も の。 形状及 び大 き さ は 一定 で は な い。 19点

出土。

I 1 5群 （ 図 1 00- 44) 剥 片剥離調整加工が施 さ れて い る も の を 一括 し た 。 表裏両 面 よ り 調整加工が施 さ れ て い

る も の が 多 〈 、 何 ら か の 形状 を 作 り 出 そ う と し て い る と 思 わ れ る が、 一 定の形状は 見 出せ な い も の を 一 括 し た 。

1 1 点 出 土。

1 16群 （ 図 1 00- 42) 剥 片剥離調整加工が施 さ れ て い る も の で、 14 · 15群に 比べ厚 く 大形 の も の を 一 括 し た 。 4

2は 側 面 に 敲打痕かあ り 、 裏面 に は摩耗痕が認め ら れ、 打製石斧 を 連想 さ せ る 形状 で あ る 。 打製石 斧 で あ っ た 場

合、 刃 部 と 予 想 さ れ る 部分に は 使 用 痕 は 認め ら れ な い。 他 の も の は 破 片 であ っ た り 、 打製石 斧 と さ れ る も の で

あ っ た と し て も 再加工に よ り 変形 さ れて お り 、 明 ら か に 打製石 斧 と い え る も の は 他に は 見 出せ な い。 9 点 出 土。

I I 群
・

I I  1 群 偏平 な 礫の周辺部 を 打 ち 欠 い て い る も の。 偏 平 な 楕 円 形の 川 原石 を 用 い た も の を a 類 、 そ れ以外の偏

平 な 角 礫 を 用 い た も の を b 類 と す る 。 a 類 が 5 点 出 土 、 b 類が 5 点 出 土。

I I  2 群 剥 片 を 剥 し た 残核 を 一括 し た 。 形状及 び大 き さ は様 々 で あ り 、 両極打法に よ り 剥 片 を 剥 し た も の と 、

通常 の剥 片剥離の も の があ る 。 両極打法 に よ る も の は 、 い ず れ も チ ャ ー ト の 円 礫 で 自 然面 を 残 し て い る 。 1 1 点 出

土。

III群

III 1 群 （ 図 102 - 61 - 68) 川 原石 を 素 材 と し 、 敲打痕が認め ら れ る も の。 敲石 で あ る 。 4 1 点 出 土。

a 類 細長い棒状 の 川 原石に 敲打痕 を 持つ も の であ る 。 こ れ ら の う ち 棒状礫の両端 に ツ プ レ 痕 を 持つ も の

を 1 種、 両端の ツ ブ レ 痕の他に 平坦部 に 窪 ん だ敲打痕 を 持つ も の を 2 種 と す る 。

b 類 a 類 と 比べ る と 棒状 では な く 楕 円 形 に 近 い 平面 形状の礫 を 用 い る も の。 端部に ツ プ レ 痕 を 持つ も の

を 1 種 、 端部の ッ プ レ 痕の ほ か に 平坦部に 窪ん だ敲打痕 を 持つ も の を 2 種 と す る 。

I11 2 群 （ 図 101 - 52 - 55) 全面 を 敲打 さ れ て い る も の。 形状 は 平 面 形 が長方 形 と 想定 さ れ、 断 面 形 は 楕 円 形 ま

た は 角 丸の方形 を 示す。 52は他の も の に 比べ偏平 であ り 、 研磨痕が認め ら れ る 。

III 3 群 （ 図 102 · 103 - 69 - 78) 全面に 研磨面 を も つ も の。 砥石であ る 。 29点 出 土。

a 類 (73 - 75) 小型 で央部が く ひ れ た 糸巻 き 状の 形状 を 呈 し 、 断 面 は 四 角 形 を 呈す る も の。 粒子 は 細 か

〈 表面 は ス ベ ス ベ し て い る 。

b 類 平坦面 を 機能面 と し て い る 。 形状 は 完形 品 が な い た め不 明 で あ る が、 研磨面は a 類 よ り も 滑 ら か で

III 4 群の研磨面 と 同 じ 手触 り であ る 。

C 類 (77 · 78) 表裏両 面 に 皿上 に 窪ん だ機能面 を 持つ も の。 完 形 品 が無 い た め 平 面 形 は 不明 で あ る が、

断面形は 、 凹 レ ン ズ状 に な る 。 研磨面 は 、 a 類 よ り も い く ら か粗い 手 ざわ り であ る 。

d 類 (71 · 72) 小形の偏平 な 板状の も の。 研磨 は 表裏 及 び側 面 に 認め ら れ、 表裏面 の 機能面 は い く ら か

凹 面 を 示す。 研磨面 の 手 ざわ り は C 類 と 似 て い る 。

e 類 (69 · 70) 小形 の板状の も の。 研磨は 全 面 に 及 び、 表裏面 の 機能面 は 凸 面 を 示す。 研磨面 の 手 ざ わ

り C • d 類 よ り も ザ ラ ザ ラ し て い る 。

f 類 (76) 小形の 川 原石 を 用 い 全面 に 研磨 に よ る 細か な 線状痕が認め ら れ る 。 特に 側 面部の研摩が著 し

し 、
゜

III 4 群 （ 図 1 0 1 - 55 - 59) 棒状の礫の横 断 面 に 平坦 な 研磨面 を 有 し 、 側 面 ま た は 表裏面 に 敲打に よ る 凹 痕 を 有
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分類

時期
雌構外
S B O! 
S B 02 弥 生 中
S B 04 弥 生 中
S 8 05 古培前
S B 06 
S 8 07 弥生中
S B OS 弥 生 後
S 8 09 弥 生 中
S 8 1 1 欠 番
S B  13 
S B 14 欠 番
S B  16 
S 8 18 弥 生 中
S B 20 弥 生 中
S 8 23 弥 生 中
S B 24 古墳前
S 8 25 
S B 27 弥 生 中
S B 28 
S 8 30 弥 生 後
S 8 31 古瑣前
S 8 32 弥 生 中
S 8 33 弥 生 中
S B 35 弥生末
S 8 30 弥 生 中
S B 38 古瑣後
S B 39 弥 生 末
S B 40 弥 生 中
S B 4! 欠 番
S 8 42 欠 番
S B 43 欠 番
S 8 45 
S B 46 欠 番
S B 48 古培前
S B 49 
S B 50 ？ 

S 8 51 古り］前
S 8 53 欠 番
S B  56 弥 生 後
S D OI ？ 

S D 02 ？ 
S D 13 弥生末
S D 14 弥 生 末
S 0 15 
S K 02 ？ 

S K  06 弥 生 中
S K 07 弥 生 中
S K  1 1  ？ 

S K  12 ？ 

S K  13 ？ 

S K  14 弥 生 中
S K  15  ？ 

S K 27 ？ 

S K  37 
S K 44 
S K 46 弥 生 中
S K  48 
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す る 。 7 点 出 土。 全面 を 研磨痕 し 太形 蛤 刃 石 斧の転用 と 思 わ れ る も の を a 種 、 自 然礫 を 用 い た も の を b 種 と す る 。

57の横断面 に は 赤色の頻料か付箔し て い る 。 図示 し て い な い が同様に 横 断面 に 赤色の顔料が付着す る も のが も う

1 点 出土 し て い る 。

IIl 5 群 （ 図103-80) 大形の平坦な 面 を も つ 自 然礫の平坦面 に 研磨痕 を 有す る も の。 台 石 であ る 。 2 点 出 土。 8

0は両面が研摩 さ れ て お り 、 表 面 に は 敲打痕 と 敲打に よ る 凹 み が認め ら れ る 。

III 6 群 （ 図 103- 79) 大形の礫面 に 皿状 に 窪ん だ研磨面があ り 、 そ の 面 に 浅 く 窪 ん だ数条の溝が認め ら れ る も

の。 研磨面の手触 り は III群 C 類 と 類似す る 。 大形の砥石 であ る 。 2 点 出 土。

III 7 群 軽石で、 形状 及 び大 き さ は さ ま ざ ま であ る 。 球形 ま た は 卵 に 似 た 形状の も の を a 類 と し 、 そ の他の不

整形 な も の を b 類 と す る 。

そ の他 （ 図 100—4 9 - 51) 勾玉、 管玉 、 指輪形 の 石製 品 か そ れ ぞれ l 点 ず つ 出 土 し て い る 。 51 の指輪形の石

製品は 図上復元 を す る と 内径21mm の 指輪状の形状 を 示 し 、 上下の端部 は 平 に 面取 り か な さ れて い る 。

2 弥生時代中期の中俣遺跡石器群の概要

出土状況、 上記の分類 に 従 い 、 本遺跡の弥生時 代 中 期 の 遺構 よ り 出 土 し た 石 器 を 抽 出 す る と 、 1 1群、 13群 、 16

群、 18群 、 I 1 3群 、 III 3 a 群 、 III 5 群以外は全 て 弥生 中 期 の 遺構 内 よ り 出土 し て い る 。 （ 表 1 9 ) 弥生中期 と さ

れ て い る 遺構の な か に も 弥生後期以降の土器がわ ず か では あ る が混入 し て い る こ と を 考慮す る と 、 抽 出 し た 石器

の全てが弥生中期の も の で あ る と は 言 い 切 れ な い が、 作業仮説 と し て抽 出 し た 全 て を 弥生 中期 の石 器 と し た い。

石器製作 本 遺跡で石 器 製作が行 わ れ て い る と 考 え ら れ る 定形 的 な 形 を 作 り 出 す 器種 を 挙 げ る と す る と 、 打製

石鏃 (1 1群） 、 磨製石鏃 ( 12群 a b ) 、 石錐 ( 15群） 、 磨製石 包 丁 ( 16群） 、 石剣 ( 18群） 、 環状石 斧 、 打製石斧、

太形蛤 刃 石 斧が挙げ ら れ る 。 磨製石鏃、 石剣、 環状石 斧 、 太形蛤 刃 石斧 は そ れ ぞれ 未 製品 が存在 し 、 製品 ま た は

未製品 と 同 じ 石材の剥 片 が 出 土 し て い る 。 打製石鏃は そ の 製作過程で生 じ た と 思 わ れ る チ ャ ー ト の剥 片 が 多数出

土 し て い る 。 磨製石包丁 は そ の素材剥 片 と な り う る 薄 い 大 形 の剥 片 が数 点 出 土 し て い る 。 以上の よ う に 、 本遺跡

よ り 出土 し た 石 器群の定形的 な 器種 を 見 る と 、 扁 平 片 刃 石 斧 ( I 10群 a ) 以外は 全 て 中 俣 遺跡 内 での 製作が予想

さ れ る 。 扁平 片 刃 石 斧 に つ い て も 製 品 と 類似す る 石材の剥 片が出 土 し て い る こ と か ら 遺跡 内 での製作の蓋然性が

高い と 考 え ら れ る 。 定形的 な 器種以外の石器 も 、 同 じ 石材 の剥 片 か存在 し て い る こ と か ら 、 遺 跡 内 で製作 さ れ た

のであ る 。 即 ち 、 勾 玉、 管玉、 指輪形 の 石製 品 な ど の 石 製 品 以 外は 、 全 て 遺跡 内 で製作 さ れ た 器種 であ る と 考 え

ら れ る 。 し か し 、 そ の器種は 遺跡 内 で製作 さ れ る も の では あ る が 、 個 々 の石器 に つ い て は そ の全て が遺 跡 内 で製

作 さ れ た も の では な 〈 、 遺跡外 よ り 製 品 の 形 で持 ち 込 ま れ て い る 可能性 も 十分考慮 し な け れば な ら な い。

弥生時代 中 期 中俣遺跡の石器群、 剥 片 の分析に つ い て は 十分に 行 う こ と がで き な か っ た の で確定的 な結果は示

せな い が、 出 土状況か ら は 弥生時代中期の石器 と 認定 さ れ な い も の に つ い て も 、 そ の石 器 製作 に 関 す る 剥片 と 未

製品が中期の遺構内 よ り 出 土 し て い る 。 こ の 出土状況 を 考 え 合わせ る と 、 Ul 3 群 a と III 5 群以外は 全 て 中 期 の石

器群に 含 ま れ る と 考 え ら れ る 。 ま た 、 遺構 内 よ り 出 土 し た 剥 片31 7点 を 石 材別 に 分 類す る と 、 安 山 岩 （ 玄 武岩 も

含 ま れ る ） 212点 、 チ ャ ー ト ・ 頁 岩67点 、 ハ ン レ イ 岩12点 、 黒曜石 2 点、 そ の他23点 であ る 。 （鶴田典昭）
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3 光沢痕の あ る 石器に つ い て

こ れ ま で長野県の 弥生時代に お い て は 、 使 用 に よ る 光沢痕が認め ら れ る 石器類 を い く つ か 抽 出 し て き た 。 こ と

飯 田 ・ 下伊那地方 に あ っ て は 、 俗に 「 ロ ー状光沢」 と し て 呼び習わ し 、 数種に こ れ を 分類 し て き て い る 。 そ れ ら

は袂入打製石庖丁 、 横 刃 型石庖丁、 有肩 扇状形石器、 有挟石器、 有柄石器 と 名 付け ら れ、 今 日 当該期の収穫具 と
（註 1 )

し て の認 識 を 強めつつ あ る 。 こ う し た な か、 中俣遺跡出土 の光沢痕あ る 資料 を 観察す る に 、 幾分の相違点 を 見出
（註 2 )

し 得た の で、 こ こ の そ の特徴 を 付記 し ま と め て お く 。

先ず第一に従前の認識 と 大 き く 異 な る の は 、 中俣の 資料の大半が何 の 調整 も 施 さ れ な い 単 な る 剥 片 を 使用 し て

い る 点 に あ る 。 今回提示 し た 資料 の う ち 小 型 の も の に つ い て は 、 光沢痕 が な け れば剥片 と し て 片付け ら れて し ま

い が ち な も の であ る し 、 大 形 な も の で も 剥離痕が単 に 存在 す る と い う 次元 を 脱却すれば、 やは り 素材 を そ の ま ま
（註 3 )

利 用 す る 石器に 限 り な く 近 い 。

第 二 に 光沢痕は 、 特定の部位 （ 刃 部） に 認め ら れ る の で あ り 、 使用部の転移 は な い。

第三に 使用部の再生 は 基本的 に は 行 わ れ ず 、 光沢痕の上 に 剥離痕 な い し は研磨痕が観察 さ れ る こ と は あ っ て も 、

そ の 後 に 使用 さ れ た 痕 跡 は 認 め ら れ な い 。

第 四 に 石 材は お お か た安 山 岩 ・ 頁 岩 を 使用 し て い る 。

恒川遺跡 （ 飯 田 市 ） 中 俣追跡

e:J Q  
袂入打製随丁

疋 ：
こ

横 刃 型石 器

10cm 

有肩扇状形石器

こ証こ

t
日
M
V

／
ノ
ー
＼ ー
ー
ー
＼

゜ 10cm 10,. 

図 1 04 光沢痕の認め ら れ る石器
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汀

光沢痕な し 光沢痕有

図105 泉IJ変に 残 さ れ た使用の有無

以上四点か ら 、 本器種 は 入手 し 易 く 、 か つ 製 作 し 易 い石材で薄 く 盤状の剥 片 を 遠択す る も の。 刃 部は 鋭利 な 一

部分 を こ れに あ て 、 保持 ・ 装着 を 考慮 し て 、 時 に 調整加工 を 施す こ と も あ る が、 基 本 的 に は そ の ま ま 使用 す る 道

具 と い え る 。 刃 部の再生が認め ら れ な い こ と を 加味すれば、 一 回性の も の で、 長 期 的 に は 移動 時 に 捨 て 去 ら れ る

言 わ ば 「使 い捨 て 」 道具 と 推定で き る 。

最後に 課題 と し て 、 刃 部 を 研 ぎ直 す こ と に よ り 再生 さ れ る 磨製石庖丁 と の共存 に つ い て 、 ま た 飯 田 ・ 下伊那地

方 に 確認 さ れ る 挟入打製石庖丁 と の 関 係 に つ い て の積極的 な 追求の必要性 を 挙げて お く 。

（ 町 田 勝則 ）

註 1 桜井 弘 人 1986 「 2 石器」 『恒川 遺跡群』 飯 田 市教育委員 会

2 御堂 島 正 1989 「有肩扇状石器の使用痕分析」 「古代文化j 第41巻 3 号

1989 「袂入打製石庖丁 の使用痕分析」 「古代文化』 第41 巻 6 号

1989 「扶入打製石庖丁の使用 法」 『古 代文化』 第41巻 8 号

1990 「横刃 型石庖丁の使用 痕分析」 『古代文化』 第 42巻 l 号

3 中俣遺跡の場合、 素 材 と な る 剥 片 が剥離 さ れ る 以前 に 形成 さ れ た 剥離痕が大半 で、 剥 片剥離後に 目 的 を 有

し て調整加工が施 さ れ た 資料 は 少 な い。

4 図96恒川 遺跡の石器は御堂島論文 よ り 掲載 し た 。 ま た 中俣遺跡出 土石器の使用痕写真は鶴 田 典昭の撮影に

よ る 。
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第 5 章 総 括

今 回 の調査 で は 遺構 を 中 心 と す る 精査 を 実施 し た 面積は 延4000而以上 に お よ び、 弥生時代 中期か ら 古墳時代前

期 を 中 心 と す る き わ め て 多数の遺構遺物 を 検 出 し た 。 以下調査所見か ら 遺跡の性格 を 瞥見 し 調査の総括 と す る 。

遺跡の範囲 に つ い て は 未 だ 明 確 に 確定 し 難 い が、 今 回 の 調査 内容は そ の質 • 量 と も に 従 来の認識 を 大 き 〈 改め

さ せ る に 十分 であ ろ う 。 現状 では上返町か ら 三 ツ 家沖地籍 を 中心 に 展 開す る 大 き な 遺跡群 と し て 把握 し た が、 遺

跡範囲 は 千曲 川 に 沿 っ て さ ら に 北東へ も し く は 南西へ、 大 き く 展開す る 可能性が高 い 。

今 回 の 調査 では 古墳時代前期以降の遺構は ほ と ん ど検出 し え な か っ た が、 付近 に 存在す る 水内坐一 元神社遺跡

の 存在 を 考慮す る な ら ば、 古墳時代後期 に ま でお よ ぷ集 落 が存在す る 可能性 も 高 い。

本遺跡周 辺 は 、 現状 で も 低湿 な 水 田 地帯が広範に 展開 し 、 ま た 近世に い た る ま で水害の常襲地帯 で も あ る が、

広 大 な低湿地 は 初 期 の 水稲耕作民に と っ て は 絶好の生産域 であ っ た であ ろ う 。

弥生時代 中 期 では 、 明確 な も の だけ で も 住居址19軒 • 土 淵 19基 • 溝址 2 を 検 出 し た 。 検 出 し た 19軒の住居址は

出 土土器の様相か ら す れば大 き な 時 間差は看取 し え ず 、 そ の有す る 時 間 幅 は 多 く と も 二世代以 内 で把握 し う る も

の と 考 え る 。

住居址 よ り 出 土 し た 土器 は 栗林式土器の 後半段階に 該 当 す る も の で、 善光寺平 に て 本格 的 に 水稲耕作が開始さ

れ た 時代の も の と い え る 。 こ れ ら の住居址は B - 1 · 3 区 での 遺構検出状況か ら も 明 ら か な ご と く 、 こ の 時期に

形成 さ れ た 集 落 の 一部 を な し 、 そ の 集落規模 も か な り 大規模 な も の であ っ た こ と を 予 想 さ せ る 。

ほ ぼ同 時 期 に 展開す る 大規模 集落 であ る 、 千 曲 川 下 流の 中 野市栗林遺跡、 上流の 長野市松代町松原遺跡 な どの

存在 を 考慮す る な ら ば 、 千 曲 川 の 河 川 交通 を 中 心 に 形成 さ れ た 戦略的交 易 ネ ッ ト ワ ー ク に 組み込 ま れ た 、 一つの

拠点集落 と し て 把握 さ れ る 可能性 も 高 い。

弥生時 代 中 期 に 形成 さ れ た 本遺跡の集落は 、 後期初頭の吉 田 式期 に 一 次衰退す る も の の 、 後期 中 葉の箱清水式

期以降再び集落が形成 さ れ 、 以後古墳時代前期に 至 る ま で比較的 ス ム ー ズ に 移行す る 。 た だ し B -25号住居址等

の存在 よ り す れ ば、 付近に 後期前半期 の 集 落 が存在す る 可能性 も 考 え ら れ る 。

弥生時代後期 以 降 で特筆すべ き も の と し て は 、 弥生時代終末～ 古墳時代初頭に 比定 さ れ る 13号溝址 と そ こ よ り

出 土 し た 大量の 外来系土器群であ ろ う 。 本文に て も 述べ た ご と く 、 13号溝址 は 当 該期 の 集 落 を 区画す る 大規模な

溝 址 で、 覆土 内 よ り 東海や北陸地方の影響 を 顕著 に 示す大最の 外来系土器が出 土 し て い る 。 さ ら に 遺構外か ら の

出 土 では あ る が畿 内 の布留式土器 も 検出 さ れ て い る 。 こ れ ら の土器群は 、 古墳出現前夜に お け る 活発 な 人 々 の交

流 を 如実 に 語 る も の であ り 、 今後善光寺平 に お け る 古 墳 出 現期 の様相 を 追求す る う え で 、 究め て 重 要 な 資料 と な

ろ う 。 今 回 の調査では玉造関係 の遺構、 遺物 は 確認 さ れ て い な い が付近に 存在す る 小島境遺跡では玉造の 集落が

検 出 さ れ て い る 。 前述の外米系土器群 と 合わせ 、 や は り 千 曲 川 を 中 心 と す る 交 易 活動 と の関連が考 え ら れ よ う 。

古墳時代前 期 以 後 の 遺構 は 今 回 の調査では確認 さ れ て い な い 。 古墳時代前期 を も っ て 中 俣遺跡の 集 落 は 一旦廃

絶す る が 、 お そ ら く そ れ以 降 も 付近に 小規模 な拠点集 落が形成 さ れ て い る も の と 考 え ら れ る 。

以上調査所見か ら 本遺跡の性格 に つ い て概観 し た 。 今 回 の調査 は 想定 さ れ る 遺跡範囲 か ら す れば 、 そ の ご く 一

部 に 試掘坑 を 設定 し た に す ぎ な い。 本遺跡の考古学的究明 は す べ て 今後の課題であ る 。

最後に 本遺跡の調査か ら 整理 ・ 報告書作成に い た る ま で ご指導 ・ ご協 力 を 賜 っ た 関 係者 各位に心か ら 感謝 申 し

上げ調査の総括 と し た い 。
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例 ロ

1 本書は長野市吉 田 2 丁 目 に お け る 宅地開発事業に と も な い 実施 し た 埋蔵文化財発掘調査報告書で あ る 。

2 調査 は 傭 田 博 司 （ 長 野 市 大字富 田 607 - 1 ) の委託 を 受け て 、 長 野 市教育委員 会が実施 し た 。

3 調壺地は 長野市 大字吉 田 2 丁 目 238- 1 外の地籍に 存在す る が遺跡名 は 字 名 変 更 以 前 の 通称 よ り 浅 川 扇状地

遺跡群押鐘逍跡 と し た。

4 調査に よ っ て 得 ら れ た 諸資料 は 長野市教育委員 会 （長野市埋蔵文化財 セ ン タ ー ） で保 管 し て い る 。 出 土遺物

の注記記号は 「浅川 扇状地遺跡群押鐘遺跡」 の 各頭文字 を と っ て 『 A O K』 と 表記 し て あ る 。

5 本書は調査に よ っ て確認検出 さ れ た 遺構 ・ 遺物 を 中 心 に 、 そ の 基 本 資料 を 提示す る こ と に 重点 を 置 い た 。 資

料掲載の要領は 下記の通 り であ る 。

・ 資料 は 検出 さ れ た も の の 中 か ら 時期 の 明 確 に 把握 し う る も の を 中 心 に 掲 載 し た 。

・ 遺構の測量は御写真測 図研究所に 委託 し コ ー ア イ ッ ク シ ス テ ム に よ り 1 : 20の縮尺 で基本原 図 を 作成 し 、

本書では基本的に 1 : 60の縮 尺 に 統一 し て あ る 。

・ 遺構番号は 調資時の仮番号 を そ の ま ま 用 い た 。

・ 遺物実測 図 に 関 し て は 、 土器 l : 4 ·  石製品 1 : 2 ·  土器拓影 1 : 3 の縮 尺 に 統一 し て あ る 。
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第 1 章 調 査 経 過

1 調査に至 る 経過

平成 2 年夏、 博 田 博 司 （長野市大字富 田 607- 1 ) は 長野市大字吉 田 2 丁 目 238 - 1 外地籍の農地 に 、 約3, 750 

面 に わ た る 宅地造成事業 を 計画 し た 。

事業予定地は 長野市内 で も 有数の規模 を 誇 る 「 浅 川 扇状地遺跡群」 の 周 知 の 範囲 内 に位 置 し 、 土器片等の散布

も 認め ら れ た た め に 長野市埋蔵文化財 セ ン タ ー は 、 同予定地内 に お け る 埋蔵文化財の有無 を 確認す る た め に 試掘

調査 を 実施す る こ と と し た。

試掘調査は平成 2 年 10月 6 日 に 実施 し 、 試掘坑 を 事業予定位置 内 の任意の地点 に 2 箇 所設定 し た。 そ の結果両

地点 に お い て か な り の量の遺物な ら びに 遺構 ら し き 黒 色土 の 落 ち 込み を 確認 し た。

こ の 試掘調査の結果 を も と に 、 長野市埋蔵文化財 セ ン タ ー で は 施行 に 先 立 っ て 発掘調査 に よ る 記録保存 の 必要

性 を 認め 、 平成 2 年1 1 月 15 日 よ り 発掘調査に箔手す る 運ぴ と な っ た 。

調査は施行に よ っ て 直接遺構面 に ま で掘 削がお よ び埋蔵文化財の破壊 さ れ る こ と が予 想 さ れ、 道路造成部分約

330面 に つ い て 実施 し た 。

な お 本遺跡は， 前述の と お り 周知 の 「 浅 川 扇状地遺跡群」 の 範囲 内 に 位置 し 、 そ の 名 称 に つ い て は 「浅川 扇状

地遺跡群 押鐘遺跡」 と し て 報告す る 。 し か し 今回 の調査 は あ く ま で試掘調査的 な 性格 の も の で， 今後の調査に

よ る 遺跡範囲 ・ 遺跡の性格 等 の 明 瞭化 に と も な い そ の名 称 に つ い て は 改め て 検討す る 必要が認め ら れ る 点指摘 し

て お 〈 。

2 調査体制

調査主体者 長野市教育委員 会教育 長 奥村秀雄 調査員 寺 島孝典 矢 口 栄子 小林伸子

総括責任者 市埋蔵文化財 セ ン タ ー 所長 水沢国 男

庶 務 係 ＂ 主幹 小 山 正 参加者 柄沢清志 神頭幸雄 金子麻子 金子ゆ ぎ

II 職員 青木厚子 小林志げ る 佐藤君江 佐藤幸子 佐藤幸

調 査 係 ＂ 調査係 長 矢 口 忠 良 佐藤は ま 佐藤ひ で子 中 山やす子 成 田

II 主事 青木和 明 敦子 横 山 ふ じ 江 新津三千子 成 田 幸 子

II 主事 千野 浩 新津照子 美谷島昇 長 原 亀雄 小林 さ と
II 主事 飯 島哲也 宮沢け さ よ 両角 吉之丞 川 島邦 子 田 中

II 専 門 員 中 殿章子 重二郎 横 山 は つ 子 荒井久子 成 田 幸子

＂ 専 門 員 横 山 か よ 子 金子房吉 丸 山 律子 宮沢芳美 横 山 百代

＂ 専 門 主事 小松安和 中 条 く ら 子 原光雄

” 専 門 主事 中 沢 克 己

” 専 門 主事 大 室 昂 整理参加者 西尾千枝 向 山純 子

＂ 職員 今井悦子
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3 調査方法

試掘調査 は 事業予定地内 の任意の地点に 2 箇所、 長 さ 約 z m ・ 幅約 1 m の 試掘坑 を 設定 し 掘 削 に は バ ッ ク ホ ー

を 援用 し た 。 結 果 は 両 地点 に お い て 現地表下0. 50 -0. 60m ほ どの と こ ろ に 、 遺物包 含層 な ら びに 遺構面 を 確認 し

た 。 よ っ て 事業予定地の う ち 、 遺構面 に ま で掘 削 がお よ び破壊 さ れ る こ と が予 想 さ れ る 道路造成部分約330m' に

つ い て 、 発掘調査 に よ る 記録保存の 必要性 を 確認す る に 至 っ た。

調査区の表土除去に 当 た っ て は 、 試掘調査の結果 に 基づ き バ ッ ク ホ ー を援用 し た 。 遺物包 含層 お よ び遺構検出

作業の 際に 出 土 し た 遺物に つ い て は 「検出面出 土遺物」 と し て採取 し 、 遺構検 出 の 後 、 覆 土 内 出土の遺物は覆土

上位 ・ 中 位 ・ 下位 ・ 床面直上 と 出 土位置 ご と に 一括 し て採取 し た 。 遺構内 遺物の う ち 主要 な も の に 関 し て は 写真

撮影の後 、 測量 に よ り 位置 ・ レ ベ ル等 を 記録 し た 。 写真撮影 は 各遺構 ご と に 遺物検出状況 ・ 掘 り 上が り 状況 ・ 遺

構 内 細部に つ い て 実施 し た 。

検 出 さ れ た 遺構の測量は 、 御写真測 図研究所に 委託 し 、 コ ー デ ィ ッ ク シ ス テ ム に よ り 1 : 20の縮尺 で基本原図

を 作成 し た 。 ま た 詳細 を 必要 と す る も の に 関 し て は 、 簡 易 的 な 遣 り 方測 量に よ り 1 : 10の縮尺 で基本 原図 を 作成

し た 。

現地に お け る 発掘 作業 は 平 成 2 年1 1 月 15 日 か ら 22 日 ま で実施 し そ の 後平成 3 年 3 月 3 1 日 ま で室 内 に て 整理作業

を 行 っ た。
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第 2 章 調査地周辺の考古学的環境

飯綱山 を 水源 と す る 浅川 は 山 間部 を 侵食流下 し た 後、 浅 川 東条地籍の 通称浅 川 原 口 を 谷 口 と し て 盆地に 流入 し 、

東 南方 向 を 主軸 と し た 平均斜度 1 /45 を 計測 す る 典型 的 な扇状地 を 形成す る 。 こ の扇状地上に 多 く の遺跡が存在

し 、 長野市 内 で も 有数の規模 を 誇 る 「 浅 川 扇状地遺跡群」 と し て 把握 さ れ て い る 。 今 回 の 調査地点 も 浅川 扇状地

扇 央付近 に 位置 し 同 遺跡群の周 知 の 範囲 内 に 位置 す る 。 以 下浅 川 扇状地遺跡群の代表的 な 遺跡に つ い て概説 し 、

周 辺 の考古学的環境 と し た い。

旧石器時代 は 、 浅 川 源 流 に 近 い猫又池 • 大 池 に 遺跡が確認 さ れ て い る が扇状地上に は そ の存在は確認 さ れ て い

な い 。

続 く 縄文時代 に は 、 湯 谷 · 赤萱平 ・ 刈 田 ・ 牟礼バ イ パ ス A 地点 • 徳 間榎木田 • 浅 川 端の 各遺跡か確認 さ れ て い

る 。 こ れ ら は と も に 駒 沢 川 と 、 浅 川 流域 に 集 中 す る 傾 向 が認め ら れ、 正式調査 を 受け た 遺跡 と し て は 前者に牟礼

バ イ パ ス A 地点遺跡、 後 者 に 浅 川 端遺跡があ る 。 牟礼バ イ パ ス A 地点遺跡では 前期前葉の住居址 l 軒、 浅 川 端遺

跡 で は 同 じ く 前期前葉の住居址 l 軒、 土堀 l 基が検出 さ れ て い る 。

浅 川 扇状地の本格的 な 開 発 は 次 ぎ の 弥生時代か ら 始 ま っ た も の と い え る 。 主要 な遺跡に は 徳 間小学校遺跡 ・ 牟

礼バ イ パス D 地点遺跡 ・ 神楽橋遺跡 ・ 浅 川 端遺跡 • 吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺跡等かあ る 。 徳間小学校遺跡では 中期終

末の住居址 2 軒が検出 さ れ て い る か、 近年周辺が土地区画整理事業に 伴 っ て 調査 さ れ、 同時期の集 落が数箇所検

出 さ れ て い る 。 牟 礼バ イ パ ス D 地点遺跡では 中 期栗林式器の住居址 4 軒 • 土猥 1 基、 浅 川 端遺跡 では 同時期の住

居址 2 軒 • 土器集積 l が検 出 さ れ て い る が と も に 従来不明 瞭 であ っ た 栗林式前葉の も の で、 良 好 な 資料 と い え よ

う 。 吉 田 高校 グ ラ ン ド 遺 跡 は 後期初頭吉 田 式土器の標識遺 跡 で、 特に 第 3 次調査 では 住居址1 0軒か ら な る 当該期

の単一集 落 が良 好な状態 で検 出 さ れて い る 。 浅 川 扇状地状 に て 検 出 さ れ た 上記の諸遺跡は い ず れ も 中 期 ～ 後期初

頭 に 限 ら れ、 後期後半の 箱 清水式期 の遺跡は そ の存在が希薄 であ り 、 少 な く と も 現状では 中期～ 後期初頭の大規

模集落 と 箱 清水式期の大規模集落 と が分布上一致す る こ と は な い。 こ の状況が善光寺平 の他の地域に も そ の ま ま

あ て は ま る か 否 か は 不明 であ る が、 そ の背 後 に は 生産 も し く は 生活様式の差異 と い っ た根本的 な要因が認め ら れ

る 可能性 も あ り 今 後 の 重 要 な 検討課題 であ る 。

古墳時代に 入 り 浅川 扇状地 を 特徴付け る の は 中 期 集 落 の 展 開 で あ ろ う 。 有名 な 駒 沢祭祀遺跡 を は じ め と し て 、

近年牟礼バ イ パ ス B 地点遺跡 ・ 下宇木遺 跡 な ど 良 好 な 集落遺跡の検出例が増 え て お り 、 そ の集 中 度は善光寺平の

中 で も 特異 で あ る 。 さ ら に こ れ ら の諸遺跡 で は 陶 邑編年 I 型式 2 段階 - 4 段階 に 対応す る と 考 え ら れ る 古手の須

恵 器が比較的 集 中 し て 出 土す る 傾向 が顕著であ り 、 こ の点 も 善光寺平 の 中 で は 特徴的であ る 。 犀 川 以北の盟主的

な 古墳群であ る 地附 山 古墳群の保有 し た 多 量の 須 恵器の存在 を 合わせ考え る と き 、 当 該期 に お け る 浅 川 扇状地の

重要性がに わ か に ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て こ よ う 。

古墳時代後期 ～ 平安時代 に か け て は 比較的継続 し て 集 落 が展開す る 。 浅 川 西条遺跡 ・ 牟礼パ イ パ ス B · C · D

地点、 三輪遺跡 な ど が代表 的 な 遺跡 と い え よ う 。 た だ し 大規模集落か長期 間 に わ た っ て 同 一箇所に 存在 す る の で

は な く 、 時 期 ご と に 立地 を 異に し つつ 中 核 的 な 集 落が形成 さ れ て い る 可能性が高 い。

ま た 平安時代末期に は こ の地域 に 信 濃28牧の う ち の 吉 田 牧 が設け ら れ て お り 、 駒 弓 • 桐 原牧神社や駒沢 な ど は

そ の名 残 と 考 え ら れ 、 広大 な扇状地 は 好適 な 放牧地であ っ た と 考 え ら れ る 。

中世に は こ の地域 は 若槻庄の領域 と な り 、 若槻里城 を は じ め 本堀 • 押鐘 • 桐原 ・ 相 ノ 木 • 平林 • 和 田 な どの城

館址が存在 す る 。
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第 3 章 調 査

1 調査概要

前述の ご と く 調査は 道路造成部分約330m' に つ い て 実施 し た も

の であ り 、 そ の性格は あ く ま で試掘調査的 な も の であ る 。

調査の結果住居址 1 軒 • 溝址 4 . 土渡 6 基 を 確認 し た 。 時期的

に は 平安時代の も の が主体 を 占 め る が、 弥生時代後期 な ら びに 中

世の遺物 も 出 土 し て お り 、 本遺跡の複雑 な 様相 を 物語 っ て い る 。

調査の基本的 な 土層堆積 は 以下 の 5 層 が認め ら れ た 。

1 層 ： 暗青灰 色粘質土 （ 水 田 耕土）

2 層 ： 明 茶褐色粘質土

3 層 ： 暗灰褐色粘質土 （炭化物 ・ 土器混）

4 層 ： 暗灰褐色粘質土 （ 炭化物 ・ 土器混）

5 層 ： 明 茶褐 色粘質土

包 含層 と と ら え ら れ る の は 3 · 4 層 で漸移的 な 変化 を 示 し 、 5 

層 は 地山 と 考 え ら れ る 。 今 回 の 調査 区以南 に も 道路造成部分は 存

在す る が、 試掘 の結果遺物 包 含 層 は 存在せず地形的に も か な り 落

ち 込 む た め埋蔵文化財の 包 蔵 は な い も の と 判 断 し 調査 区 か ら は 除

外 し た 。

次に 遺跡の範囲 に つ い て であ る が、 調査地周 辺 は 既に 宅地が密

集 し た状態 で分布調査等 に よ る 確認は 不可能であ り 、 そ の 範囲 を

明確に す る こ と は な し え な い。

た だ し 本調査地 よ り 北東約zoom の位置 に あ る 浅 川 端遺跡の 存

在 を 考慮 す る な ら ば、 浅 川 右岸に 展開 す る 比較的大規模 な 集落址

と の位置付け も な し う る 。

2 調査

1 号住居址 （ 図 5 · 7 )

調査地南側か ら 検出 さ れ た も の で今 回 の調査 に て 検 出 さ れ た 唯

ーの住居址 であ る 。 東側％程が調査 区外 と な り 詳細 は 不明 であ る

が一辺4. 3Qmの隅丸方形プラ ン が予 想 さ れ る 。 床面 は 中 央付近か

やや 固 く 締 ま っ て い た が壁際は 軟 弱 で不 明 瞭 な も の と な る 。 壁高

は北壁13cm · 西壁 8 cm · 南 壁 9 cm で確認面 か ら の掘 り 込み は 平均

10cm前後 であ る 。 柱穴 か 2 本検 出 さ れ て い る 。 深 さ は P 1 - 2 7cm 

· P  2 - 29cm と 共 に 深 い が主柱穴配置 は 不 明 であ る 。 そ の他か ま

ど等の施設は検出 さ れ て い な い 。 7 図(1 )の高杯破 片 は 覆 土 内 よ り

検出 さ れ た も の だが本住居 に 直接伴 う も の では な い。 覆 土 内 よ り

他に 図示 し え な い がか な り の土師器破 片 が 出 土 し て お り 、 そ れ よ
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図 4 調査地全測 図




